
Title 新・旧「十大関係について」の比較研究
Sub Title "Comparative study of the old and new versions of Mao Tse-tung,s

'on the ten major relationship'"
Author 林, 嘉言(Hayashi, Yoshikoto)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1977

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.50, No.11 (1977. 11) ,p.44- 92 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19771115-0044

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


漸
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究

四
四
　
　
（
一
三
七
二
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第
一
章
問
題
の
所
在

　
一
九
七
六
年
十
月
に
発
足
し
た
中
国
の
華
国
鋒
政
権
は
二
つ
の
重
要
な
任
務
を
公
表
し
た
。
一
つ
は
毛
沢
東
記
念
堂
の
建
設
で
あ
り
、
い
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

つ
は
『
毛
沢
東
選
集
』
第
五
巻
と
『
毛
沢
東
全
集
』
の
編
纂
、
出
版
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
は
、
一
九
七
六
年
十
月
八



日
「
『
毛
沢
東
選
集
』
お
よ
び
『
毛
沢
東
全
集
』
の
出
版
の
仕
事
は
華
国
鋒
同
志
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
が
直
接
指
導
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
の
下
に
毛
沢
東
主
席
著
作
編
集
出
版
委
員
会
を
設
け
、
整
理
、
編
集
、
出
版
の
具
体
的
な
仕
事
の
責
任
を
負
う
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

華
国
鋒
が
毛
沢
東
思
想
に
つ
い
て
の
解
釈
権
を
握
つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
一
九
七
六
年
十
二
月
二
十
六
目
毛
沢
東
生
誕
八
十
三
周
年
を
記
念
し
て
『
人
民
日
報
』
紙
上
に
発
表
さ
れ
、
『
毛
沢
東
選
集
』
第
五

巻
に
収
録
さ
れ
た
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
華
国
鋒
の
毛
沢
東
思
想
に
対
す
る
解
釈
権
が
如
何
に
運
用
さ

れ
て
い
る
の
か
を
知
る
う
え
で
一
つ
の
手
掛
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
論
文
は
、
毛
沢
東
が
一
九
五
六
年
四
月
二
十
五
目
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
拡
大
会
議
で
お
こ
な
つ
た
講
話
で
あ
り
、
非
公
式
な

が
ら
、
す
で
に
文
化
大
革
命
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
外
部
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
論
文
の
旧
版
と
、
今
回
華
国
鋒
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

権
限
の
も
と
で
修
正
さ
れ
、
正
式
に
『
人
民
日
報
』
に
発
表
さ
れ
た
新
版
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
わ
れ
わ
れ
は
華
国
鋒
政
権
が
い
か
に
そ
の
解
釈
権
を
行
使
し
、
今
後
い
か
な
る
政
治
的
方
向
を
目
ざ
し
て
い
る
か
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

　
毛
沢
東
生
前
の
著
作
の
な
か
で
ま
だ
正
式
に
発
表
さ
れ
て
な
い
も
の
は
か
な
り
の
数
に
の
ぽ
つ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
、
こ
の
「
十
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

関
係
に
つ
い
て
」
の
論
文
が
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
、
か
つ
学
習
の
重
要
文
献
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
在
の
中
国
の
政
治
、
と
く
に
「
四
人

組
」
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
間
題
意
識
に
も
と
づ
い
て
、
本
稿
は
新
・
旧
両
論
文
の
間
に
あ
る
修
正
、
追
加
、
削
除
部
分
の
も
つ
意
味
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
関
於
建
立
偉
大
的
領
袖
和
導
師
毛
沢
東
主
席
記
念
堂
的
決
定
、
中
共
中
央
関
於
出
版
『
毛
沢
東
選
集
』
和
簿
備
出
版
『
毛
沢
東
全
集
』
的
決
定
」
1
『
人
民
日
報
』
（
一
九
七
六

　
　
年
十
月
九
日
）
。

　
（
2
）
同
右
。

　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
（
一
三
七
三
）



　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
（
一
三
七
四
）

（
3
）
今
回
発
表
さ
れ
た
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
が
華
国
鋒
の
権
限
の
も
と
で
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
は
二
つ
あ
る
。
e
『
紅
旗
』
一
九
七
六
年
第
九
期
（
九
月
一
日

発
行
）
の
紀
平
の
論
文
「
郵
小
平
重
摘
“
条
条
専
政
4
的
反
動
本
質
」
の
な
か
で
、
旧
版
の
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
言
葉
が
ゴ
チ
ッ
ク
の
形
で
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
毛
主
席
早
在
一
九
五
六
年
『
論
十
大
関
係
』
的
報
告
中
就
指
出
：
『
有
両
個
積
極
性
、
比
只
有
一
個
積
極
性
好
得
多
』
要
『
在
中
央
的
統
一
計
劃
下
、
譲
地
方
辮
更
多
的
事
』
」
。

　
こ
の
言
葉
は
新
版
で
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
『
有
中
央
和
地
方
両
個
積
極
性
、
比
只
有
一
個
積
極
性
好
得
多
。
』
『
応
当
在
輩
固
中
央
統
一
領
導
的
前
提
下
、
拡
大
一
点
地

　方的

権
力
、
給
地
方
更
多
的
独
立
性
、
譲
地
方
辮
更
多
的
事
情
。
』
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は
、
毛
沢
東
存
命
中
は
旧
版
の
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い

　
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
⇔
『
毛
沢
東
選
集
』
第
一
巻
は
、
出
版
説
明
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
選
集
に
お
さ
め
た
著
作
は
、
す
べ
て
著
者
の
校
閲

　
を
へ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
一
部
の
と
こ
ろ
に
は
著
者
が
字
句
の
う
え
で
多
少
の
修
正
を
く
わ
え
、
ま
た
、
い
く
つ
か
の
文
章
に
つ
い
て
は
内
容
上
多
少
の
補
足
と
改
正
を
く
わ
え

　
て
い
る
」
と
。
し
か
し
、
新
版
の
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
を
収
録
し
て
い
る
『
毛
沢
東
選
集
』
第
五
巻
の
出
版
説
明
は
、
著
者
の
校
閲
、
修
正
が
あ
つ
た
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い

　ば

か
り
か
、
最
後
に
「
講
話
、
記
録
は
編
集
の
と
き
に
必
要
な
技
術
的
整
理
が
行
わ
れ
た
」
と
い
う
説
明
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
五
巻
は
著
者
で
は
な
く
、
編
集
者
に
よ

　
つ
て
「
整
理
」
が
行
わ
れ
た
と
、
は
つ
き
り
言
つ
て
い
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
新
版
の
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
は
、
毛
死
去
後
『
毛
沢
東
選
集
』
と
『
毛
沢
東
全
集
』
の
編
集

権
を
握
つ
た
華
国
鋒
の
責
任
の
も
と
で
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
「
乗
勝
前
進
」
1
『
人
民
日
報
』
、
『
紅
旗
』
雑
誌
、
『
解
放
軍
報
』
元
旦
社
説
（
一
九
七
七
年
一
月
一
日
）
。

第
二
章
新
・
旧
両
論
文
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
比
較
対
象
の
確
定

　
こ
れ
ま
で
流
布
し
て
い
る
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
に
は
い
く
つ
か
の
版
が
あ
る
た
め
に
、
ま
ず
比
較
の
対
象
と
な
る
版
を
確
定
す
る
こ
と
か

ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
中
文
で
印
刷
さ
れ
た
新
し
い
版
に
は
、
一
九
七
六
年
十
二
月
二
十
六
日
の
『
人
民
日
報
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
、
人
民
出
版
社
が
一
九
七
六
年

十
二
月
に
出
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
な
ら
び
に
『
毛
沢
東
選
集
』
第
五
巻
に
収
録
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
「
出
版
説
明
」
の

な
か
で
、
「
本
書
『
十
大
関
係
に
つ
い
て
』
は
、
一
九
七
六
年
十
二
月
二
十
六
日
『
人
民
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
原
文
を
も
と
に
印
刷
し
た
も
の
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
『
人
民
目
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
毛
沢
東
選
集
』
第
五
巻
に



収
録
さ
れ
て
い
る
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
も
、
『
人
民
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
た
め
に
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
も
の
は
、
『
北
京
周
報
』
一
九
七
七
年
第
一
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
古
い
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
に
は
、
今
目
に
い
た
る
ま
で
、
中
文
、
日
本
文
を
含
め
て
わ
れ
わ
れ
が
入
手
で
き
る
も
の
は
数
種
類
あ
る
。
中

文
で
は
、
中
国
国
内
で
印
刷
さ
れ
た
内
部
学
習
用
の
も
の
と
、
中
国
国
内
か
ら
持
ち
出
さ
れ
、
中
国
本
土
以
外
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
が
あ
る
。

前
者
は
、
コ
九
六
六
年
十
二
月
二
十
二
日
、
北
京
経
済
学
院
、
経
済
系
教
工
《
向
太
陽
》
縦
隊
刻
印
」
と
印
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
印
刷
発

行
所
を
不
明
の
ま
ま
に
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
日
本
の
現
代
評
論
社
に
よ
つ
て
復
刻
さ
れ
た
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
ほ
か
に
も
、
日
本
の
小
倉
編
集
企
画
と
香
港
で
出
版
さ
れ
た
写
真
復
刻
本
の
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
の
な
か
に
収
録
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
目

本
語
に
訳
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
新
島
淳
良
編
『
毛
沢
東
最
高
指
示
』
　
（
＝
二
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
と
東
京
大
学
近
代
中
国
史
研
究
会
訳
『
毛

沢
東
思
想
万
歳
』
（
三
一
書
房
、
一
九
七
四
年
）
に
収
録
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
日
本
語
の
訳
文
を
参
照
し
つ
つ
、
本
稿
に
お
け
る
比
較
の
た
め
に
中
文
の
ど
の
版
を
利
用
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新
し
い
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
は
、
一
九
七
六
年
十
二
月
二
十
六
日
『
人
民
目
報
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
が
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
版
を
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
間
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
以
下
「
新
静
と
略
称
す
る
）
。

　
古
い
版
に
つ
い
て
は
、
北
京
経
済
学
院
印
刷
の
も
の
と
、
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
両
者
の
間
に

は
次
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　
O
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
に
収
録
さ
れ
た
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
各
章
の
配
列
が
「
新
論
」
の
そ
れ
と
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
具

体
的
に
み
る
な
ら
、
「
新
論
」
の
第
六
章
は
「
漢
族
と
少
数
民
族
と
の
関
係
」
で
あ
り
、
第
七
章
は
「
党
と
党
外
と
の
関
係
」
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
で
は
、
第
六
章
と
第
七
章
の
配
列
が
顛
倒
し
て
い
る
。
一
方
、
北
京
経
済
学
院
印
刷
の
も
の
は
、

各
章
の
配
列
が
「
新
論
」
と
ま
つ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
（
一
三
七
五
）



　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
（
一
三
七
六
）

　
⇔
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
は
、
序
文
の
最
後
に
篇
纂
、
出
版
の
時
期
を
二
九
六
九
年
八
月
」
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
北
京
経

済
学
院
印
刷
の
も
の
は
、
二
九
六
六
年
十
二
月
二
十
二
日
翻
印
」
と
な
つ
て
い
る
。
毛
沢
東
が
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
お
こ
な
つ

た
の
は
一
九
五
六
年
四
月
二
十
五
日
で
あ
る
か
ら
、
時
間
的
に
み
て
、
北
京
経
済
学
院
印
刷
の
も
の
が
実
際
の
講
演
の
時
期
に
近
く
、
そ
の
後
の

客
観
的
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
つ
て
加
筆
、
削
除
さ
れ
た
可
能
性
が
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
所
収
の
も
の
に
比
べ
て
小
さ
い
と
思
わ
れ
る
。
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
は
、
序
文
の
な
か
で
「
…
…
中
に
は
何
度
も
転
写
し
た
も
の
も
あ
る
た
め
、
誤
字
や
遺
漏
は
免
れ
が
た
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
し
か
も
、
同
書
が
中
国
本
土
以
外
の
場
所
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
こ
に
あ
る
種
の
政
治
的
効
果
を
ね
ら
つ
た

修
正
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
稿
は
、
古
い
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
北
京

経
済
学
院
印
刷
の
も
の
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
（
以
下
「
旧
論
」
と
略
称
す
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
比
較
と
分
析

　
両
論
文
の
相
違
を
比
較
・
分
析
す
る
に
あ
た
つ
て
、
外
観
上
と
内
容
上
の
両
側
面
か
ら
行
う
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
騨
　
外
観
の
比
較
と
分
析

　
　
　
　
　
（

　
新
・
旧
両
論
文
の
外
観
を
比
較
し
て
ま
ず
気
づ
く
こ
と
は
、
「
旧
論
」
の
序
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
〇
の
間
題
が
そ
の
ま
ま
各
章
の
標
題
と
な

つ
て
い
る
た
め
、
「
新
論
」
の
序
は
こ
の
部
分
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
外
観
上
の
比
較
の
面
で
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
字
数
の
相
違
で
あ
る
。
句
読
点
を
除
い
て
字
数
を
比
較
す
る
と
、
「
新
論
」
の
総
字
数
は
「
旧

論
」
よ
り
一
五
〇
〇
余
字
多
い
。
各
章
の
字
数
の
詳
し
い
比
較
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
9
こ
の
表
で
見
る
と
、
各
章
の
字
数
の
相
違
は
均
一
で
は

な
い
。
「
新
論
」
の
各
章
の
う
ち
字
数
の
増
加
が
最
も
多
い
の
は
第
八
章
と
第
一
〇
章
で
、
共
に
五
〇
〇
字
以
上
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第

九
章
の
よ
う
に
、
ま
つ
た
く
字
数
の
増
減
が
な
い
章
も
あ
る
。
字
数
が
も
つ
と
も
減
つ
て
い
る
の
は
第
二
章
の
二
九
三
字
で
あ
る
。



「十大蘭係について」新・旧両論文字数比較表

新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究

序

←）重工業と軽工業，農業との関係

⇔　沿海工業と内陸工業との関係

日　経済建設と国防建設との関係

㊨　国家，生産単位，生産者個人の関係

㊨　中央と地方との関係

㈹　漢族と少数民族との関係

㈹　党と党外との関係

¢9　革命と反革命との関係

σD是と非との関係

㊦　中国と外国との関係

標題

目付

著者名

編集者注

総字数

旧　論　新 論

490　　 462

957　　 748

970　　 677

641　　612
1380　　　　　　　　1577

880　　1227

349

722

1047

826

1363

5

74

1227

582

845

1567

826

2008

5

11

3

104

9704　　　　　11254

増減
一28

一209

一293

一29

十197

十347

十233

十123

十520

　0

十645

　0

十11

十3

十30

十1550

　
要
す
る
に
、
外
観
上
の
変
化
か
ら
み
る
か
ぎ

り
、
「
新
論
」
の
字
数
は
全
体
的
に
多
く
な
つ
た

も
の
の
、
増
加
の
字
数
が
各
章
に
分
散
し
て
い
る

こ
と
と
、
論
文
自
体
の
構
成
が
「
旧
論
」
と
一
致

し
て
い
る
た
め
に
、
両
者
の
間
に
相
違
が
あ
る
と

た
だ
ち
に
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
中
共
中
央
が
こ

の
講
話
に
手
を
加
え
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ

と
を
で
き
る
だ
け
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
第
二
は
、
こ
の
講
話
の
内
容
が
過
去
二

〇
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
「
内
部
学
習
用
」

と
し
て
、
党
・
政
・
軍
の
各
方
面
に
知
ら
れ
て
い

る
た
め
、
大
き
な
変
更
を
加
え
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
少
な
く
と
も
原
形
に
近
い
外
観
を
保
持

す
る
必
要
が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
新
・
旧
両
論
の
相
違
は
、
外
観
上
よ
り
も
、
む

し
ろ
そ
の
内
容
に
お
い
て
よ
り
重
要
な
意
味
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
（
コ
ニ
七
七
）



　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
』
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
（
ニ
ニ
七
八
）

つ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
二
　
内
容
の
比
較
と
分
析

　
　
　
　
　
（

　
本
項
で
は
＠
新
・
旧
両
論
文
に
共
通
の
趣
旨
が
抽
出
さ
れ
、
「
新
論
」
に
見
ら
れ
る
㈲
修
正
部
分
、
＠
追
加
部
分
、
さ
ら
に
⑥
削
除
部
分
が
「
旧

論
」
と
比
較
・
分
析
さ
れ
る
。
な
お
、
日
本
語
の
訳
文
に
つ
い
て
は
、
「
新
論
」
は
『
北
京
周
報
』
の
も
の
を
使
い
、
「
旧
論
」
は
『
北
京
周
報
』

の
も
の
を
基
礎
と
し
、
新
島
淳
良
編
『
毛
沢
東
最
高
指
示
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
考
に
し
た
。

　
（
1
）
序

⑥
共
通
の
趣
旨

　
「
こ
こ
に
提
起
す
る
十
の
問
題
は
い
ず
れ
も
、
国
内
国
外
の
す
べ
て
の
積
極
的
要
素
を
動
員
し
て
、
社
会
主
義
事
業
に
役
立
た
せ
る
と
い
う
、
一
っ
の
基

本
方
針
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
」

⑥
修
正
部
分

ω
（
旧
）
「
こ
こ
ニ
ヵ
月
来
、
政
治
局
は
、
中
央
の
経
済
、
財
政
三
十
四
部
門
の
工
作
報
告
を
個
々
に
う
け
、
…
…
』

　
（
新
）
『
最
近
の
数
ヵ
月
、
中
央
委
員
会
政
治
局
は
、
中
央
の
工
業
、
農
業
、
運
輸
、
商
業
、
財
政
な
ど
三
十
四
部
門
の
活
動
報
告
を
聴
取
し
、
…
…
』

②
（
旧
）
「
い
ま
ま
で
こ
の
方
針
を
と
つ
て
き
た
の
は
、
人
民
民
主
主
義
革
命
の
勝
利
の
た
め
で
あ
り
、
帝
国
主
義
、
封
建
主
義
、
官
僚
資
本
主
義
の
支
配
を

　
　
　
お
わ
ら
せ
る
た
め
で
あ
つ
た
。
」

　
（
新
）
「
か
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
帝
国
主
義
、
封
建
主
義
、
官
僚
資
本
主
義
の
支
配
を
終
わ
ら
せ
、
人
民
民
主
主
義
革
命
を
勝
利
さ
せ
る
た
め
に
、
す
べ
て

　
　
　
の
積
極
的
要
素
を
動
員
す
る
と
い
う
方
針
を
実
行
し
た
。
」

　
第
一
点
で
は
、
「
旧
論
」
の

九
五
六
年
四
月
二
十
五
日
は
、

「
こ
こ
ニ
ヵ
月
来
」
が
「
最
近
の
数
ヵ
月
」
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
が
こ
の
講
話
を
お
こ
な
つ
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ソ
連
共
産
党
二
十
回
大
会
（
一
九
五
六
年
二
月
＋
四
日
）
に
お
け
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ノ
批
判
演
説
か
ら



約
ニ
ヵ
月
後
で
あ
る
。
当
時
毛
沢
東
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
目
の
中
ソ
関
係
を
考
慮
し
て
、
　
「
最

近
の
数
ヵ
月
」
と
修
正
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
中
国
は
こ
の
論
文
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
演
説
と
の
関
係
を
曖
昧
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
、
ま
た
、
「
中
央
の
経
済
、
財
政
三
十
四
部
門
」
が
「
中
央
の
工
業
、
農
業
、
運
輸
、
商
業
、
財
政
な
ど
三
十
四
部
門
」
に
改
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
経
済
部
門
」
と
い
う
包
括
的
な
表
現
に
代
つ
て
各
部
門
の
具
体
的
名
称
を
明
記
し
、
そ
の
な
か
で
特
に
工
業
と
農
業

を
前
列
に
置
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
中
央
が
か
ね
て
か
ら
工
、
農
業
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
現

在
展
開
さ
れ
て
い
る
「
工
業
は
大
慶
に
学
ぶ
」
、
「
農
業
は
大
塞
に
学
ぶ
」
運
動
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
点
で
は
、
「
帝
国
主
義
、
封
建
主
義
、
官
僚
資
本
主
義
の
支
配
を
終
わ
ら
せ
」
る
こ
と
が
「
人
民
民
主
主
義
革
命
を
勝
利
さ
せ
る
た
め
」

の
前
に
置
き
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
四
九
年
を
境
と
し
て
「
帝
国
主
義
、
封
建
主
義
、
官
僚
資
本
主
義
の
支
配
を
終
わ
ら
せ
る
」

こ
と
を
内
容
と
す
る
新
民
主
主
義
革
命
か
ら
人
民
民
主
主
義
独
裁
の
段
階
へ
移
行
し
て
い
く
順
序
に
し
た
が
つ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

＠
　
追
加
部
分

①
　
「
と
く
に
注
意
に
値
す
る
の
は
、
最
近
ソ
連
で
、
社
会
主
義
建
設
の
過
程
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
欠
点
や
誤
り
が
さ
ら
け
だ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
か

　
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
か
れ
ら
の
経
験
・
教
訓
を
汲
み
と
る
こ
と
で
、
あ
ま
り
ま
わ
り
道
を
せ
ず
に
す
ん
だ
。
い
ま
は
、
な
お
さ
ら
そ
れ
を
い
ま
し
め
と
し

　
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
」

ω
　
「
国
内
外
の
積
極
的
要
素
と
は
な
に
か
。
国
内
で
は
、
労
働
者
と
農
民
が
基
本
的
な
力
で
あ
る
。
中
間
勢
力
は
獲
得
で
き
る
力
で
あ
る
。
反
動
勢
力
は

　
一
種
の
消
極
的
要
素
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
や
は
り
よ
く
は
た
ら
き
か
け
て
、
で
ぎ
る
だ
け
消
極
的
要
素
を
積
極
的
要
素
に
変
わ
ら
せ
る
よ
う
に
つ
と

　
め
る
べ
き
で
あ
る
。
国
際
的
に
は
、
団
結
で
き
る
す
べ
て
の
力
と
団
結
す
べ
ぎ
で
あ
り
、
中
立
で
な
い
も
の
を
中
立
に
さ
せ
、
反
動
的
な
も
の
も
分
化
さ

　
せ
、
利
用
す
る
。
要
す
る
に
わ
れ
わ
れ
は
、
す
べ
て
の
直
接
的
、
間
接
的
な
力
を
動
員
し
て
、
わ
が
国
を
強
大
な
社
会
主
義
国
に
ぎ
づ
き
あ
げ
る
た
め

　
に
、
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
』

新
・
旧
『
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究

五
一
　
　
（
一
三
七
九
）



　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
二
　
（
一
三
八
O
）

　
第
一
点
に
お
い
て
、
ソ
連
を
名
指
し
で
批
判
し
て
い
る
点
が
「
新
論
」
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
旧
論
」
で
は
ソ
連
の
国
名
は
一

度
も
出
て
き
て
い
な
い
。
ソ
連
の
誤
ち
を
指
摘
し
た
後
、
「
新
論
」
は
、
「
い
ま
は
、
な
お
さ
ら
そ
れ
を
い
ま
し
め
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
、
中
ソ
対
立
の
な
か
で
ソ
連
を
反
面
教
師
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
追
加
さ
れ
た
第
二
点
は
、
華
国
鋒
体
制
の
も
と
で
国
内
外
の
積
極
的
要
素
を
で
き
る
だ
け
幅
広
く
動
員
し
よ
う
と
す
る
政
権
の
意
図
を
示
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ω
　
削
除
部
分

ω
　
「
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
、
す
べ
て
矛
盾
で
あ
り
、
矛
盾
が
な
け
れ
ば
世
界
は
な
い
。
』

②
「
一
〇
の
問
題
を
読
み
あ
げ
て
み
よ
う
。
第
一
の
問
題
、
工
業
と
農
業
、
重
工
業
と
軽
工
業
の
関
係
、

　
…
－
第
一
〇
の
問
題
、
中
国
と
外
国
の
関
係
」
。

第
二
の
問
題
、
沿
海
工
業
と
内
陸
工
業
の
関
係

　
第
一
点
は
、
「
新
論
」
の
序
の
な
か
で
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
〇
章
「
中
国
と
外
国
と
の
関
係
」
の
最
後
の
部
分
に
、
論
文
全
体
の
結
論

的
叙
述
と
し
て
出
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
主
義
段
階
に
お
い
て
も
階
級
、
階
級
矛
盾
、
階
級
闘
争
が
存
在
す
る
と
い
う
、
毛
沢
東
の
継
続

革
命
の
理
論
を
華
国
鋒
が
受
け
つ
い
で
ゆ
く
決
意
を
最
後
の
締
め
く
く
り
と
し
て
強
調
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
点
は
、
各
問
題
が
各
章
の
標
題
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
「
新
論
」
は
重
複
を
避
け
て
削
除
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
2
）
重
工
業
と
軽
工
業
、
農
業
と
の
関
係

司
　
共
通
の
趣
旨

　
「
重
工
業
は
わ
が
国
の
建
設
の
重
点
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
間
題
は
、
重
工
業
と
農
業
、
軽
工
業
へ
の
投
資
比
率
を
さ
ら
に
適
当
に
調
整
し
、
農
業



と
軽
工
業
を
い
つ
そ
う
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
本
気
で
重
工
業
の
発
展
を
考
え
て
い
る
の
な
ら
、
農
業
、
軽
工
業
を
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、

に
よ
つ
て
食
糧
や
軽
工
業
の
原
料
を
ふ
や
し
、
蓄
積
を
ふ
や
し
て
い
け
ば
、
将
来
、
重
工
業
方
面
に
投
ず
る
資
金
も
ふ
え
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
」

⑥
修
正
部
分

ω
（
旧
）
標
題
「
工
業
と
農
業
、
重
工
業
と
軽
工
業
の
関
係
」

　
（
新
）

②
（
旧
）

　
（
新
）

③
（
旧
）

　
（
新
）

「
重
工
業
と
軽
工
業
、
農
業
と
の
関
係
」

「
わ
れ
わ
れ
は
、
一
部
の
社
会
主
義
国
の
よ
う
な
あ
や
ま
ち
は
お
か
さ
な
か
つ
た
。
」

「
ソ
連
や
一
部
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
に
比
べ
る
と
わ
れ
わ
れ
の
ほ
う
が
う
ま
く
い
つ
て
い
る
。
」

「
…
…
わ
れ
わ
れ
の
目
用
商
品
は
、
十
分
に
み
ち
た
り
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
か
な
り
豊
か

『
わ
れ
わ
れ
の
日
用
商
品
は
比
較
的
豊
か
（
比
較
豊
富
）
で
あ
り
…
…
」

（
相
当
豊
富
）
で
あ
り
：
こ

そ
れ

　
第
一
点
に
つ
い
て
、
原
文
で
は
、
「
新
論
」
は
「
重
工
業
和
軽
工
業
、
農
業
的
関
係
」
と
な
つ
て
お
り
、
「
旧
論
」
の
「
工
業
和
農
業
、
重
工
業

和
軽
工
業
的
関
係
」
よ
り
も
洗
練
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
第
一
章
全
体
の
内
容
か
ら
い
つ
て
も
、
よ
り
適
切
で
あ
る
。

　
第
二
点
は
、
現
時
点
に
お
け
る
中
国
と
ソ
連
な
ら
び
に
一
部
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
対
立
関
係
を
一
層
明
確
に
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
点
は
、
当
時
の
毛
沢
東
が
や
や
誇
張
し
た
表
現
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
現
政
権
は
い
く
ら
か
慎
重
な
表
現
を
し
て
い
る
と
い
え
る
。

＠
追
加
部
分

ω
　
「
ソ
連
で
食
糧
の
生
産
が
、
長
期
に
わ
た
つ
て
、
革
命
前
の
最
高
水
準
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
い
う
問
題
、
一
部
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国

　
で
軽
工
業
、
重
工
業
の
発
展
が
き
わ
め
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
た
め
に
生
じ
た
深
刻
な
問
題
な
ど
は
、
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
に
は
存
在
し
な
い
。
」

②
　
「
わ
れ
わ
れ
は
一
貫
し
て
農
業
に
力
を
入
れ
、
農
業
を
発
展
さ
せ
、
工
業
の
発
展
に
必
要
な
食
糧
と
原
料
を
か
な
り
保
証
し
て
き
た
。
」

⑥
　
「
重
工
業
も
資
金
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
経
済
条
件
の
も
と
で
は
、
軽
工
業
、
農
業
の
ほ
う
が
よ
り
多
く
、
よ
り
は
や

新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
（
二
二
八
一
）



新
・
旧
「
十
大
関
係
に
っ
い
て
』
の
比
較
研
究

く
資
金
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

五
四
　
　
（
一
三
八
二
）

　
第
一
点
と
第
二
点
は
、
ソ
連
の
食
糧
生
産
の
困
難
と
東
欧
諸
国
の
工
業
政
策
の
誤
ち
を
強
調
し
つ
つ
、
中
国
の
こ
の
間
題
に
対
す
る
処
理
が
正

し
か
つ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
中
国
が
今
目
、
食
糧
間
題
に
特
に
力
を
入
れ
、
ソ
連
農
業
の
失
敗
を
批
判
す
る
理
由
を
人
民
大
衆
に
理
解
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
点
は
、
華
国
鋒
政
権
が
資
本
蓄
積
に
お
い
て
軽
工
業
と
農
業
を
重
視
す
る
政
策
を
と
り
、
ひ
い
て
は
中
国
人
民
の
生
活
水
準
向
上
へ
の
要

求
に
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

⑥
削
除
部
分

　
「
農
菜
問
題
で
、
あ
る
社
会
主
義
国
の
経
験
は
、
農
業
が
集
団
化
さ
れ
て
も
う
ま
く
運
営
し
な
け
れ
ば
、
や
は
り
増
産
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

そ
の
国
の
農
業
が
増
産
で
き
な
い
根
本
的
原
因
は
、
租
税
の
う
え
で
農
民
の
負
担
が
重
く
、
価
格
の
う
え
で
、
農
産
物
が
安
く
て
工
業
製
品
が
高
い
と
い
う

農
民
に
た
い
す
る
国
家
の
政
策
に
問
題
が
あ
る
。
」

　
農
業
集
団
化
の
失
敗
が
た
と
え
他
の
社
会
主
義
国
の
も
の
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
に
触
れ
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

中
国
の
農
業
政
策
に
人
民
が
疑
間
を
抱
く
の
を
避
け
る
た
め
の
配
慮
に
ょ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
3
）
　
沿
海
工
業
と
内
陸
工
業
と
の
関
係

司
　
共
通
の
趣
旨

　
「
わ
が
国
の
軽
工
業
と
重
工
業
は
い
ず
れ
も
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
沿
海
地
方
に
あ
り
、

こ
の
部
分
は
、

三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
が
内
陸
に
あ
る
。
沿
海
地
方
の
工
業
基



地
は
十
分
に
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
工
業
分
布
の
バ
ラ
ソ
ス
を
は
か
る
た
め
に
は
、
内
陸
工
業
を
大
い
に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
沿
海
工
業
の
こ
れ
ま
で
の
基
盤
を
十
分
に
利
用
し
発
展
さ
せ
て
い
け
ば
、
内
陸
工
業
を
発
展
さ
せ
、
支
持
す
る
わ
れ
わ
れ
の
力
を
増
大
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
」

⑥
修
正
部
分

　
（
旧
）
「
現
在
の
資
料
か
ら
み
る
と
、
一
部
軽
工
業
工
場
建
設
は
急
ピ
ッ
チ
で
あ
り
、
生
産
に
投
入
し
、
生
産
能
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
た
の
ち
に
は
、
一
年

　
　
　
で
全
投
資
を
回
収
で
き
る
。
こ
う
し
て
五
年
以
内
に
、
親
工
場
の
ほ
か
に
、
三
、
四
の
工
場
を
増
設
で
き
る
。
あ
る
と
こ
ろ
で
は
五
年
問
に
二
、

　
　
　
三
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
一
つ
増
設
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
少
く
と
も
工
場
半
分
く
ら
い
は
増
設
で
ぎ
る
。
」

　
（
新
）
「
現
に
あ
る
資
料
か
ら
み
て
、
軽
工
業
工
場
の
建
設
と
蓄
積
は
、
一
般
的
に
は
ひ
じ
よ
う
に
は
や
く
、
全
設
備
が
稼
動
し
て
か
ら
四
年
内
に
は
、
工

　
　
　
場
の
投
資
を
回
収
で
き
る
ぽ
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
、
同
規
模
の
工
場
の
三
つ
、
二
つ
、
一
つ
、
す
く
な
く
と
も
半
分
の
も
と
を
と
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
。
」

　
こ
の
部
分
は
、
現
実
の
軽
工
業
の
実
態
か
ら
み
て
、
毛
沢
東
の
当
時
の
楽
観
的
な
見
方
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
旧
論
」
の
二
年
で
全

投
資
額
が
回
収
で
き
る
」
は
、
「
新
論
」
で
は
「
…
…
四
年
内
に
は
、
工
場
の
投
資
を
回
収
で
き
る
…
…
」
に
修
正
さ
れ
て
お
り
、
「
旧
論
」
の
「
五

年
以
内
」
に
「
三
、
四
の
工
場
」
あ
る
い
は
「
五
年
間
に
二
、
三
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
一
つ
増
設
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
工
場
半
分
く

ら
い
増
設
で
き
る
」
は
、
「
新
論
」
で
は
「
四
年
」
で
「
同
規
模
の
工
場
の
三
つ
、
二
つ
、
一
つ
、
す
く
な
く
と
も
半
分
の
も
と
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
や
や
後
退
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

＠
　
追
加
部
分

ω
　
「
沿
海
地
方
と
い
う
の
は
、
遼
寧
、
河
北
、
北
京
、
天
津
、
河
南
東
部
、
山
東
、
安
徽
、

　
る
。
」
こ
こ
で
は
「
天
津
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

ω
　
「
わ
が
国
の
軽
工
業
と
重
工
業
は
い
ず
れ
も
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
沿
海
地
方
に
あ
り
、

　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
』
の
比
較
研
究

江
蘇
、
上
海
、
漸
江
、
福
建
、
広
東
、
広
西
の
こ
と
で
あ

三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
が
内
陸
に
あ
る
。
こ
れ
は
歴
史
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
（
二
二
八
三
）



　
新
．
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
（
二
二
八
四
）

　
形
成
さ
れ
た
不
合
理
な
状
況
で
あ
る
…
…
こ
の
両
者
の
関
係
の
間
題
で
も
、
わ
れ
わ
れ
は
大
き
な
誤
り
を
犯
し
は
し
な
か
つ
た
。
」

⑥
　
「
以
前
は
、
朝
鮮
で
ま
だ
戦
争
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
国
際
情
勢
が
か
な
り
緊
張
し
て
い
た
の
で
、
沿
海
工
業
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ
の
見
方
は
、

　
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
つ
た
。
現
在
、
新
た
な
中
国
侵
略
戦
争
と
新
た
な
世
界
大
戦
は
、
短
期
間
内
に
は
起
こ
ら
な
い
も
の
と
予
想

　
さ
れ
、
一
〇
年
あ
る
い
は
も
う
少
し
長
い
平
和
の
時
期
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
沿
海
工
業
の
設
備
能
力
と
技
術
力
を
十
分
に
生
か
さ
な
い
と
し

　
た
ら
、
そ
れ
は
ま
ち
が
つ
て
い
る
。
」

ω
　
「
原
子
爆
弾
が
す
で
に
わ
れ
わ
れ
の
頭
上
に
あ
り
、
数
秒
後
に
は
落
ち
て
く
る
、
と
い
つ
た
情
勢
判
断
は
事
実
に
合
致
し
な
い
し
、
こ
の
見
方
か
ら
、

　
沿
海
工
業
に
た
い
し
て
消
極
的
な
態
度
を
と
る
の
は
ま
ち
が
つ
て
い
る
。
」

㈲
　
「
新
し
い
工
業
の
大
部
分
は
内
陸
に
配
置
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
一
歩
一
歩
工
業
分
布
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
り
、
し
か
も
戦
争
へ
の
備
え

　
（
備
戦
）
に
役
立
た
せ
る
、
こ
れ
は
少
し
も
疑
う
余
地
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
」

㈲
　
「
沿
海
地
方
に
も
と
か
ら
あ
つ
た
軽
工
業
、
重
工
業
の
拡
張
や
改
造
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
い
く
ら
か
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
し
、
今
後
も
大
い

　
に
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
ぎ
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
第
一
点
に
つ
い
て
、
天
津
は
中
国
の
重
要
な
港
の
一
つ
で
あ
り
、
「
沿
海
地
方
」
の
な
か
に
当
然
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
毛
沢
東

は
講
話
の
な
か
で
言
い
忘
れ
た
た
め
に
、
「
新
論
」
は
「
天
津
」
を
書
き
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
点
は
、
工
業
の
沿
海
地
方
と
内
陸
に
お
け
る
分
布
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
「
こ
の
両
者
の
関
係
の
問
題
で
も
、
わ
れ
わ
れ
は
大
き

な
誤
り
を
犯
し
は
し
な
か
つ
た
」
と
述
べ
、
工
業
の
沿
海
地
方
へ
の
集
中
の
現
象
は
「
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
不
合
理
な
状
況
で
あ
る
」
か
ら
、

中
国
は
こ
の
矛
盾
を
正
す
た
め
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
第
三
点
は
、
朝
鮮
戦
争
が
沿
海
工
業
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
「
新
た
な
中
国
侵
略
戦
争
と
新
た
な
世
界
大

戦
」
へ
の
言
及
は
、
「
旧
論
」
に
は
な
か
つ
た
が
、
こ
の
部
分
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
毛
沢
東
の
世
界
情
勢
の
予
測
の
正
し
さ
を
示
そ
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



　
第
四
点
は
、
毛
沢
東
が
講
話
を
お
こ
な
つ
た
と
ぎ
と
は
異
な
り
、
中
国
は
い
ま
で
は
核
兵
器
の
保
有
国
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
を

ふ
ま
え
て
、
中
国
は
、
差
し
迫
つ
た
核
攻
撃
の
脅
威
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
、
し
た
が
つ
て
、
核
攻
撃
へ
の
配
慮
か
ら
沿
海
工
業
に
つ
い
て
消
極

的
態
度
を
と
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

　
第
五
点
の
「
戦
争
へ
の
備
え
（
備
戦
）
に
役
立
た
せ
る
」
と
い
う
一
句
の
追
加
は
、
米
ソ
の
世
界
制
覇
に
よ
ゑ
第
三
次
世
界
大
戦
は
い
つ
か
必

ず
起
る
と
い
う
中
国
の
基
本
的
考
え
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
第
六
点
は
、
沿
海
地
方
の
軽
工
業
、
重
工
業
を
「
今
後
も
大
い
に
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
（
以
後
還
要
大
大
発
展
）
」
と
い
う
、
か
な
り

強
い
調
子
の
言
葉
を
追
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
が
今
後
内
陸
工
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
、
沿
海
工
業
の
発
展
に
大
き
な
力

を
注
ぐ
決
意
を
強
く
表
わ
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

＠
削
除
部
分

ω
　
「
た
と
え
ば
、
鞍
山
、
撫
順
な
ど
は
沿
海
に
あ
る
。
大
連
に
造
船
業
、
唐
山
に
鉄
鋼
業
と
建
築
材
料
工
業
、
塘
沽
に
化
学
工
業
、
天
津
に
鉄
鋼
工
業
と

　
機
械
工
業
が
あ
る
。
現
在
わ
れ
わ
れ
は
広
東
の
茂
名
〔
油
母
頁
岩
の
産
地
〕
で
、
人
造
石
油
を
作
る
準
備
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も
重
工
業
で
あ
る
。
」

②
　
「
わ
れ
わ
れ
の
長
期
計
画
で
は
四
〇
万
人
の
技
術
幹
部
が
不
足
す
る
が
、
沿
海
の
労
働
者
と
技
術
幹
部
の
な
か
か
ら
養
成
で
き
る
。
技
術
幹
部
は
か
な

　
ら
ず
し
も
専
門
課
程
卒
業
者
で
な
く
て
も
よ
い
。
ゴ
ー
リ
キ
ー
は
小
学
校
に
二
年
か
よ
つ
た
だ
け
で
あ
る
。
魯
迅
は
大
学
を
卒
業
せ
ず
、
旧
社
会
で
は
教

　
授
に
な
れ
ず
、
講
師
ど
ま
り
だ
つ
た
。
薫
楚
女
同
志
は
学
校
に
あ
が
つ
た
こ
と
が
な
い
。
技
術
労
働
者
は
、
実
習
の
な
か
で
学
習
し
、
よ
い
技
術
幹
部
に

　
な
れ
る
と
信
ず
べ
ぎ
で
あ
る
。
」

③
　
「
沿
海
工
業
は
技
術
が
す
ぐ
れ
、
製
品
の
質
が
よ
く
、
コ
ス
ト
が
や
す
く
、
新
製
品
の
製
造
も
多
い
。
そ
の
発
展
は
、
全
国
の
工
業
技
術
水
準
と
製
品

　
の
質
の
向
上
を
う
な
が
す
。
こ
の
問
題
を
十
分
に
重
視
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
」

第
一
点
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
工
業
基
地
は
、

　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究

今
目
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、

茂
名
の
人
造
石
油
は
二
〇
年
後
の
今
目
の
客
観
的
事
実
と
合
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
（
二
二
八
五
）



　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
』
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
コ
ニ
八
六
）

し
な
い
。

　
第
二
点
は
、
毛
沢
東
の
科
学
技
術
幹
部
養
成
に
対
す
る
考
え
方
が
、
今
日
の
時
点
で
は
非
現
実
的
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
も
と
づ
い
て
削
除
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
四
人
組
」
は
ま
さ
に
毛
沢
東
の
こ
の
考
え
を
教
育
面
で
忠
実
に
実
行
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

こ
の
部
分
の
削
除
は
、
華
国
鋒
政
権
の
「
四
人
組
」
の
教
育
路
線
に
対
す
る
批
判
を
含
む
と
と
も
に
、
現
政
権
が
す
で
に
高
度
の
専
門
知
識
を
有

す
る
技
術
者
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
点
は
、
沿
海
工
業
の
重
要
性
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
を
避
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
4
）
　
経
済
建
設
と
国
防
建
設
と
の
関
係

⑥
共
通
の
趣
旨

　
「
国
防
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
国
防
工
業
は
目
下
建
設
中
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
原
子
爆
弾
を
持
つ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
後
は

原
子
爆
弾
も
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
確
実
な
道
は
、
軍
事
・
行
政
費
を
適
当
な
比
率
に
下
げ
て
、
経
済
建
設
費
を
ふ

や
す
こ
と
で
あ
る
。
経
済
建
設
が
い
つ
そ
う
は
や
い
テ
ン
ポ
で
発
展
し
な
け
れ
ば
、
国
防
建
設
は
さ
ら
に
大
き
な
進
歩
を
と
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
』
⑥
修
正
部
分

①
（
旧
）
『
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
か
な
り
の
（
相
当
可
観
）
国
防
力
を
持
つ
て
い
る
。
抗
米
援
朝
の
た
た
か
い
以
後
、
わ
れ
わ
れ
の
軍
隊
は
い
つ
そ
う
強
大
に

　
な
り
…
…
』

　
（
新
）
「
わ
れ
わ
れ
は
あ
る
程
度
の
（
一
定
的
）
国
防
力
を
持
つ
よ
う
に
な
つ
た
。
抗
米
援
朝
と
、
数
年
に
わ
た
る
整
備
、
訓
練
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
の
軍

　
　
　
隊
は
強
化
さ
れ
て
…
…
』

②
（
旧
）
「
日
本
侵
略
者
』

　
（
新
）
「
日
本
帝
国
主
義
」

③
（
旧
）
「
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
か
な
り
強
く
（
已
経
相
当
強
）
、
今
後
も
さ
ら
に
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」



　
（
新
）

ω
（
旧
）

　
（
新
）

⑤
（
旧
）

（
新
）

「
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
は
以
前
よ
り
も
強
く
な
つ
て
い
る
が
（
已
経
比
過
去
強
）
、
今
後
は
も
つ
と
強
く
な
つ
て
ゆ
き
…
…
」

『
ほ
ん
と
う
に
原
子
爆
弾
を
造
る
気
な
ら
ば
、
…
…
い
つ
た
い
ど
ち
ら
が
よ
い
だ
ろ
う
か
。
み
ん
な
で
研
究
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
戦
略
方
針
の
問

題
で
あ
る
。
」

「
こ
れ
は
戦
略
方
針
の
問
題
で
あ
り
、
軍
事
委
員
会
で
討
議
す
る
よ
う
希
望
す
る
。
」

「
第
一
次
五
力
年
計
画
の
期
間
、
軍
事
・
行
政
費
は
国
家
予
算
の
総
支
出
の
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
三
分
の
一
の
支
出

が
、
非
生
産
面
に
も
ち
い
ら
れ
た
。
こ
の
比
重
は
大
き
す
ぎ
た
。
第
二
次
五
力
年
計
画
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
資
金
を
ひ
き
だ
し
て
、
経
済
建
設
と

文
化
建
設
に
投
入
す
る
よ
う
、
こ
の
比
重
を
さ
げ
る
方
法
を
か
ん
が
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
」

「
第
一
次
五
力
年
計
画
の
期
間
、
軍
事
・
行
政
費
は
国
家
予
算
の
総
支
出
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
比
重
は
大
き
す
ぎ
た
。
第
二

次
五
力
年
計
画
の
期
間
に
は
、
そ
れ
を
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
ま
で
下
げ
て
、
よ
り
多
く
の
工
場
の
建
設
と
よ
り
多
く
の
機
械
の
製
造
に
も
つ
と

多
く
の
資
金
を
ま
わ
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
」

　
第
一
点
に
は
二
つ
の
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
「
か
な
り
の
国
防
力
」
か
ら
「
あ
る
程
度
の
国
防
力
」
に
な
お
す
こ
と
に
よ
つ
て
、

毛
沢
東
の
や
や
誇
張
し
た
表
現
を
修
正
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
い
ま
一
つ
は
、
人
民
解
放
軍
が
強
大
に
な
つ
た
の
は
、
抗
米
援
朝
に
お
け
る
ソ
連

か
ら
の
武
器
援
助
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
軍
部
の
そ
の
後
数
年
に
わ
た
る
整
備
と
訓
練
が
功
を
奏
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
点
に
お
け
る
「
侵
略
者
」
と
い
う
表
現
は
、
現
に
侵
略
行
為
を
行
つ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
行
お
う
と
し
て
い
る
者
を
指
す
意
味
あ
い
が

強
い
の
に
対
し
て
、
「
帝
国
主
義
」
と
い
う
表
現
は
、
敵
対
国
に
対
す
る
非
難
の
意
味
を
も
つ
て
は
い
る
が
、
「
侵
略
者
」
に
く
ら
べ
る
と
相
対
的

に
侵
略
の
切
迫
感
が
少
な
く
、
そ
の
意
味
で
い
く
分
弱
ま
つ
た
表
現
に
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
目
中
関
係
を
考
慮
し
た
修
正
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
第
三
点
は
、
当
時
の
国
防
の
実
情
を
考
慮
し
て
控
え
目
な
言
い
表
わ
し
か
た
に
改
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
国
の
成
熟
し
た
一
面
を
表
わ
し
、

　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
』
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
（
一
三
八
七
）



　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
（
一
三
八
八
）

毛
沢
東
の
誇
張
し
た
言
い
方
む
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
四
点
に
お
け
る
「
み
ん
な
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
の
講
話
が
政
治
局
拡
大
会
議
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
政
治
局
委
員
と
政

治
局
候
補
委
員
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
る
に
、
「
新
論
」
に
お
い
て
「
み
ん
な
」
を
「
軍
事
委
員
会
」
に
修
正
し
た
こ
と
は
、
軍
人

尊
重
の
方
向
を
示
す
と
と
も
に
、
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
で
あ
る
華
国
鋒
の
地
位
向
上
を
狙
つ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
五
点
で
は
、
「
旧
論
」
が
軍
事
・
行
政
費
を
「
三
二
％
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
新
論
」
は
「
三
〇
％
」
に
修
正
し
、
そ
の
あ
り
う
べ

き
目
標
と
し
て
二
〇
％
と
い
う
数
字
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
旧
論
」
で
は
「
さ
ら
に
多
く
の
資
金
を
ひ
き
だ
し
て
、
経
済
建
設
と
文
化
建

設
に
投
入
す
る
よ
う
…
…
」
と
な
つ
て
い
る
の
に
対
し
て
「
新
論
」
で
は
「
よ
り
多
く
の
工
場
の
建
設
と
よ
り
多
く
の
機
械
の
製
造
に
も
つ
と
多

く
の
資
金
を
ま
わ
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
政
権
が
工
業
建
設
を
重
視
す
る
反
面
、
「
四
人
組
」

に
牛
耳
ら
れ
て
い
た
文
化
面
で
の
権
力
奪
還
が
こ
の
時
点
で
は
い
ま
だ
に
完
了
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
爆
弾
も
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
世
界
で
、
他
人
の
侮
り
を
受
け
た
く
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
持
た
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
。
」

ω
　
「
わ
れ
わ
れ
の
軍
隊
は
強
化
さ
れ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ソ
連
赤
軍
よ
り
も
い
く
ら
か
強
く
な
つ
て
お
り
、
装
備
も
改
善
さ
れ
て
い
る
。
」

ー
　
追
加
部
分

C（）
　
「
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
は
以
前
よ
り
も
強
く
な
つ
て
い
る
か
、
今
後
は
も
つ
と
強
く
な
つ
て
ゆ
き
、
飛
行
機
や
大
砲
を
も
つ
と
持
つ
だ
け
で
な
く
、

1（

原
子

　
第
一
点
は
、

　
第
二
点
は
、

言
え
よ
う
。

今
日
の
観
点
か
ら
中
国
の
核
兵
器
開
発
の
必
要
性
と
正
当
性
を
強
調
す
る
た
め
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
目
の
中
ソ
対
立
の
観
点
か
ら
、
人
民
解
放
軍
の
力
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
士
気
高
揚
を
ね
ら
つ
た
も
の
で
あ
る
と



①
　
削
除
部
分

ω
　
「
わ
れ
わ
れ
の
自
動
車
工
業
は
、
乗
用
車
で
は
な
く
、
ま
ず
ト
ラ
ッ
ク
を
優
先
さ
せ
る
。
し
た
が
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
毎
日
外
国
の
車
に
の
つ
て
会
議

　
場
に
む
か
う
ほ
か
な
い
。
国
を
愛
す
る
な
ら
、
そ
う
あ
わ
て
る
こ
と
は
な
い
。
い
つ
の
日
か
会
議
の
さ
い
国
産
の
車
に
乗
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
で
は
な
い

　
か
。
」

ω
　
「
軍
事
・
行
政
費
の
支
出
の
比
重
を
数
段
階
に
わ
け
、
国
家
予
算
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
さ
げ
る
。
」

　
第
一
点
が
削
除
さ
れ
た
理
由
は
、
国
産
の
乗
用
車
が
あ
る
現
在
の
状
況
に
合
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
点
に
か
ん
し
て
は
、
「
新
論
」
が
す
で
に
第
二
次
五
力
年
計
画
で
軍
事
・
行
政
費
を
二
〇
％
前
後
に
引
き
下
げ
る
と
言
つ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
矛
盾
を
避
け
る
た
め
に
削
除
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
5
）
　
国
家
、
生
産
単
位
、
生
産
者
個
人
の
関
係

⑥
共
通
の
趣
旨

　
「
労
働
者
の
生
活
は
過
去
に
比
べ
て
よ
く
な
つ
て
い
る
が
、
そ
の
労
働
生
産
性
の
向
上
に
と
も
な
い
、
か
れ
ら
の
労
働
条
件
と
集
団
の
福
利
も
逐
次
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
個
人
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
工
場
や
そ
の
他
の
生
産
単
位
も
、
統
一
性
と
関
連
し
た
独
立
性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
要
す
る
に
、
国
家
と
工
場
、
国
家
と
労
働
者
、
工
場
と
労
働
者
、
国
家
と
協
同
組
合
、
国
家
と
農
民
、
協
同
組
合
と
農
民
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
場
合
に

も
双
方
に
配
慮
を
加
え
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
一
方
だ
け
の
こ
と
を
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
」

切
　
修
正
部
分

ω
（
旧
）
「
労
働
者
大
衆
の
積
極
性
は
高
ま
る
一
方
で
あ
る
。
レ

　
（
新
）
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
政
権
の
も
と
で
、
労
働
者
の
政
治
的
自
覚
と
労
働
意
欲
は
一
貫
し
て
ひ
じ
よ
う
に
高
か
つ
た
。
」

ω
（
旧
）
「
い
か
な
る
事
物
も
、
統
一
性
と
独
自
性
を
も
ち
、
統
一
性
と
区
別
性
を
も
つ
て
い
る
。
統
一
性
だ
け
が
あ
つ
て
、
独
自
性
や
区
別
性
が
な
い
と
い

　
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」

　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
（
一
三
八
九
）



新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
（
一
三
九
〇
）

　
（
新
）
「
原
則
的
に
い
え
ば
、
統
一
性
と
独
立
性
は
対
立
面
の
統
一
で
あ
つ
て
、
統
一
性
も
必
要
で
あ
り
、
独
立
性
も
必
要
で
あ
る
。
」

⑥
（
旧
）
「
ど
ん
な
も
の
で
も
す
べ
て
集
中
し
、
工
場
の
減
価
償
却
費
ま
で
も
ち
さ
つ
て
し
ま
い
、
生
産
単
位
に
少
し
の
主
体
性
も
残
さ
な
い
の
は
不
利
で
あ

　
　
　
る
。
こ
の
問
題
で
、
わ
れ
わ
れ
の
経
験
は
と
ぽ
し
い
。
こ
こ
に
い
る
同
志
た
ち
の
経
験
も
お
そ
ら
く
少
な
い
だ
ろ
う
。
多
く
の
工
場
を
将
来
さ
ら
に

　
　
　
多
く
し
て
、
か
れ
ら
の
積
極
性
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
研
究
し
て
い
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
工
業
化
に
、
き
つ
と
役
だ
つ
に

　
　
　
ち
が
い
な
い
。
」

　
（
新
）
「
こ
こ
で
、
統
一
的
指
導
の
も
と
に
お
け
る
工
場
の
独
立
性
の
問
題
に
つ
い
て
も
話
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
に
も
か
も
中
央
ま
た
は
省
・
市
に
集
中

　
　
　
し
て
、
工
場
に
は
少
し
の
権
限
も
、
少
し
の
融
通
の
余
地
も
、
少
し
の
利
益
を
も
あ
た
え
な
い
の
は
要
当
な
や
り
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
い
つ
た

　
　
　
い
、
中
央
、
省
・
市
、
工
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
だ
け
の
権
限
、
利
益
を
あ
た
え
た
ら
よ
い
の
か
、
わ
れ
わ
れ
は
経
験
が
足
り
ず
、
ま
だ
研
究
し
て

　
　
　
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
原
則
的
に
い
え
ば
、
統
一
性
と
独
立
性
は
対
立
面
の
統
一
で
あ
つ
て
、
統
一
性
も
必
要
で
あ
り
、
独
立
性
も
必
要
で
あ
る
。
」

ω
（
旧
）
「
経
験
が
な
く
、
実
情
が
は
つ
き
り
つ
か
め
ず
、
七
〇
億
斤
も
多
く
買
い
付
け
て
し
ま
つ
た
、
こ
れ
が
欠
点
で
あ
る
。
」

　
（
新
）
「
調
査
が
足
り
ず
、
実
情
が
は
つ
き
り
つ
か
め
ず
、
七
〇
億
斤
も
多
く
買
い
付
け
て
し
ま
つ
た
、
こ
れ
が
欠
点
で
あ
る
。
」

⑤
（
旧
）
「
…
…
一
九
五
五
年
の
買
付
量
を
七
〇
億
斤
減
ら
し
、
『
三
定
』
を
し
た
う
え
に
、
こ
の
年
は
豊
作
だ
つ
た
。
一
方
で
は
買
付
量
が
減
り
、
　
一
方
で

　
　
　
は
生
産
量
が
ふ
え
た
の
で
、
農
民
の
手
も
と
の
食
糧
が
、
百
な
い
し
二
百
億
斤
増
加
し
た
。
」

　
（
新
）
「
…
…
一
九
五
五
年
の
買
付
量
を
七
〇
億
斤
減
ら
し
、
『
三
定
』
つ
ま
り
、
生
産
量
、
買
付
量
、
販
売
量
の
固
定
と
い
う
政
策
を
と
つ
た
。
そ
の
う

　
　
　
え
豊
作
で
も
あ
つ
た
。
一
方
で
は
買
付
量
が
減
り
、
一
方
で
は
生
産
量
が
ふ
え
た
の
で
、
農
民
の
手
も
と
の
食
糧
が
二
百
億
斤
余
り
増
加
し
た
。
」

㈲
（
旧
）
「
集
団
経
済
組
織
」
（
中
文
”
集
体
経
済
組
織
）

　
（
新
）
「
協
同
組
合
」
（
中
文
”
合
作
社
）

ω
（
旧
）
「
不
可
抗
力
の
災
害
に
み
ま
わ
れ
た
と
き
以
外
は
、
農
業
生
産
の
基
礎
の
う
え
に
、
農
民
の
毎
年
の
収
入
を
前
年
度
よ
り
増
加
さ
せ
る
よ
チ
に
し
な

　
　
　
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
」

　
（
新
）
「
と
く
に
大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
を
除
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
か
な
ら
ず
農
業
生
産
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
基
礎
の
う
え
で
、
九
〇

　
　
　
パ
ー
セ
ン
ト
の
組
合
員
の
毎
年
の
収
入
が
前
年
度
よ
り
ふ
え
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
組
合
員
の
収
入
は
現
状
を
維
持
で
き
る
よ
う
つ
と
め
る
べ
き
で

　
　
　
あ
る
。
も
し
収
入
が
減
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
た
ら
、
早
急
に
解
決
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」



　
第
一
点
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
政
権
の
も
と
で
」
労
働
者
の
意
識
が
高
ま
つ
た
こ
と
を
一
層
強
調
し
て
述
べ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。　

第
二
点
に
つ
い
て
は
、
現
政
権
は
中
央
の
統
一
指
導
の
も
と
で
地
方
に
よ
り
多
く
の
権
限
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
強
調
し
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
新
論
」
は
「
統
一
性
』
と
「
独
立
性
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
り
、
拡
大
解
釈
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
「
区
別
性
」

を
削
除
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
点
は
、
生
産
単
位
と
し
て
の
工
場
の
相
対
的
独
立
性
を
強
調
し
、
今
ま
で
中
央
、
省
、
市
に
権
力
が
集
中
し
す
ぎ
た
こ
と
を
い
ま
し
め
て

い
る
。

　
第
四
点
は
、
「
経
験
が
な
く
」
を
「
調
査
が
足
り
ず
」
に
改
め
て
い
る
。
経
験
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
政
権
樹
立
後
五
年
も
た
つ
て
い
る

の
で
五
四
年
の
食
糧
買
付
政
策
失
敗
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
調
査
が
足
り
ず
」
と
修
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
五
点
は
、
二
〇
年
後
の
今
日
一
般
の
人
々
に
な
じ
み
の
な
い
「
三
定
」
の
内
容
を
具
体
的
に
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
農
民
の
手
も

と
に
あ
る
食
糧
が
、
「
旧
論
」
で
は
「
百
な
い
し
二
百
億
斤
」
と
な
つ
て
い
る
の
が
、
「
新
論
」
で
は
「
二
百
億
斤
余
り
」
と
多
い
方
だ
け
の
数
字

を
記
載
し
、
政
府
の
適
切
な
農
業
政
策
に
よ
る
農
民
の
手
持
ち
食
糧
の
増
加
を
強
調
し
て
い
る
。

　
第
六
点
は
、
「
集
体
経
済
組
織
」
よ
り
も
今
で
は
「
合
作
社
」
と
い
う
言
葉
が
よ
り
一
般
的
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
第
七
点
に
お
け
る
農
民
の
収
入
を
毎
年
増
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
は
、
新
・
旧
両
論
と
も
一
致
し
て
い
る
が
、
「
新
論
」
は
具

体
的
に
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
出
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

＠
追
加
部
分

ω
「
…
…
一
方
だ
け
に
つ
い
て
配
慮
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
ず
、

新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究

国
家
、
集
団
、

個
人
の
三
方
に
つ
い
て
あ
わ
せ
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
（
二
二
九
一
）



新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
二
二
九
二
）

　
い
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
わ
れ
わ
れ
が
よ
く
言
つ
た
『
軍
民
双
方
へ
の
配
慮
』
『
公
私
双
方
へ
の
配
慮
』
で
あ
る
。
ソ
連
と
わ
れ
わ
れ
自
身
の
経
験
に
か
ん

　
が
み
、
今
後
、
こ
の
問
題
は
ぜ
ひ
と
も
よ
り
よ
く
解
決
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
』

②
「
賃
金
に
つ
い
て
は
、
い
く
ら
か
ふ
や
す
こ
と
を
最
近
決
定
し
た
が
、
上
下
の
格
差
を
縮
小
す
る
た
め
、
主
に
所
得
の
低
い
者
や
労
働
者
を
そ
の
対
象
と

　
し
た
。
」

③
「
去
年
の
年
末
に
、
中
央
が
右
よ
り
の
保
守
主
義
に
反
対
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
と
、
労
働
者
大
衆
は
熱
烈
に
支
持
し
、
三
ヵ
月
間
の
奮
闘
の
結
果
、

　
前
例
を
破
つ
て
、
今
年
第
一
・
四
半
期
の
計
画
を
超
過
達
成
し
た
。
」

ω
「
ソ
連
は
農
民
を
ひ
ど
く
し
ぽ
り
あ
げ
る
や
り
方
を
と
つ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
義
務
供
出
制
な
ど
の
や
り
方
で
、
農
民
の
生
産
し
た
も
の
を
多
く
取
り
す

　
ぎ
、
し
か
も
支
払
い
代
金
は
ひ
じ
よ
う
に
低
く
お
さ
え
て
い
る
。
…
－
め
ん
ど
り
に
タ
マ
ゴ
は
た
く
さ
ん
産
ん
で
欲
し
い
が
、
え
さ
は
あ
た
え
な
い
、

　
馬
に
し
つ
か
り
走
つ
て
欲
し
い
が
、
草
は
や
ら
な
い
。
い
つ
た
い
世
の
中
に
こ
ん
な
道
理
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
」

⑤
「
農
民
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ
の
政
策
は
、
ソ
連
の
あ
の
よ
う
な
政
策
と
は
異
な
り
、
国
家
と
農
民
双
方
の
利
益
に
配
慮
を
加
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の

　
農
業
税
は
、
一
貫
し
て
わ
り
あ
い
に
軽
か
つ
た
。
」

㈲
「
農
産
物
の
統
一
買
付
は
、
正
常
な
価
格
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
農
民
が
損
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
買
付
価
格
も
逐
次
引
き
上
げ
て
い

　
る
。
…
…
食
糧
不
足
地
域
の
農
民
に
食
糧
を
供
給
す
る
ば
あ
い
、
一
般
に
は
、
多
少
補
給
金
を
あ
た
え
て
い
る
。
』

　
第
一
点
で
「
軍
」
「
民
」
双
方
と
「
公
」
「
私
」
双
方
に
対
す
る
配
慮
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
の
軍
人
と
集
団
偏
重
の
不
公
平
な
分

配
を
是
正
し
、
今
後
は
個
人
に
よ
り
多
く
分
配
し
、
大
衆
の
生
活
水
準
向
上
と
労
働
意
欲
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。　

第
二
点
は
、
賃
金
格
差
の
是
正
と
低
所
得
者
層
の
賃
金
引
き
上
げ
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
民
の
不
満
を
解
消
す
る
こ
と

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
点
は
、
政
治
的
自
覚
と
労
働
意
欲
の
高
い
労
働
者
が
政
府
の
呼
び
か
け
を
支
持
し
さ
え
す
れ
ば
、
い
か
な
る
生
産
計
画
も
超
過
達
成
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
、
労
働
者
大
衆
が
今
後
と
も
中
央
を
信
頼
し
、
中
央
の
政
策
を
支
持
す
る
よ
う
望
ん
で
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。



第
四
か
ら
第
六
ま
で
の
三
点
は
、
一
面
で
ソ
連
の
農
業
政
策
の
失
敗
と
農
民
に
対
す
る
搾
取
を
批
判
し
、

と
農
民
に
対
す
る
配
慮
を
強
調
し
て
い
る
。

他
面
で
中
国
の
農
業
政
策
の
正
し
さ

⑥
削
除
部
分

「
か
つ
て
家
中
の
者
の
就
職
口
が
な
か
つ
た
の
に
、
現
在
は
だ
れ
か
が
働
い
て
い
る
。
か
つ
て
は
一
人
し
か
働
け
な
か
つ
た
の
に
、
現
在
は
二
人
、
あ
る
い

は
三
人
が
働
い
て
い
る
。
わ
た
し
は
こ
ん
な
家
庭
に
ぶ
つ
か
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
か
つ
て
か
れ
ら
は
働
き
口
が
な
か
つ
た
が
、
の
ち
夫
婦
ふ
た
り
と
娘
ひ
と

り
が
い
ず
れ
も
職
業
に
つ
い
て
、
三
人
の
収
入
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
生
活
は
も
ち
ろ
ん
悪
く
な
い
。
」

　
こ
の
部
分
の
削
除
は
、

し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

現
在
中
国
で
は
夫
婦
共
稼
ぎ
の
家
庭
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
こ
と
を
改
め
て
述
べ
る
必
要
が
な
い
、
と
判
断

　
（
6
）
中
央
と
地
方
と
の
関
係

⑥
共
通
の
趣
旨

　
「
中
央
の
統
一
的
指
導
を
強
固
に
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
地
方
の
権
限
を
少
し
く
拡
大
し
、
地
方
に
も
つ
と
多
く
の
独
立
性
を
あ
た
え
、
地
方
に

も
つ
と
多
く
の
事
を
や
ら
せ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
央
と
地
方
の
二
つ
の
積
極
性
が
あ
る
ほ
う
が
、
一
つ
の
積
極
性
し
か
な
い
の
よ
り
、
は

る
か
に
よ
い
。
各
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
状
況
に
適
合
し
た
特
殊
な
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
特
殊
と
は
、
全
体
の
利
益
の
た
め
、
全
国
の
統

一
を
強
め
る
た
め
に
必
要
な
特
殊
で
あ
る
。
」

働
修
正
部
分

（
旧
）
「
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
う
え
で
、
い
ま
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
よ
り
よ
く
地
方
の
積
極
性
を
発
揮
さ
せ
、
中
央
の
統
一
的
計
画
の
も

と
に
、
地
方
に
よ
り
多
く
の
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
」

（
新
）
「
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
う
え
で
、
い
ま
注
意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
中
央
の
統
一
的
指
導
を
強
固
に
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
地
方

　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
（
二
一
一
九
三
）



新
・
旧
『
十
大
関
係
に
つ
い
て
』
の
比
較
研
究

の
権
限
（
権
力
）
を
少
し
く
拡
大
し
、
地
方
に
も
つ
と
多
く
の
独
立
性
を
あ
た
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

地
方
に
も
つ
と
多
く
の
事
を
や
ら
せ
る
べ
き
だ
、

　
（
二
二
九
四
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

　
　
「
中
央
の
統
一
的
計
画
」
が
「
中
央
の
統
一
的
指
導
」
に
変
わ
り
、
「
地
方
に
よ
り
多
く
の
仕
事
を
さ
せ
る
べ
き
」
が
「
地
方
の
権
限
を
少
し

拡
大
し
」
に
変
つ
て
い
る
。
中
央
の
指
導
と
地
方
の
権
限
を
明
記
し
、
地
方
権
力
の
拡
大
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
中
央
の
指
導

の
も
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
後
文
の
構
成
か
ら
見
て
、
過
去
に
起
つ
た
高
崩
・
饒
漱
石
事
件
の
よ
う
な
独
立
王
国
は

許
さ
れ
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
地
方
の
独
立
性
を
認
め
て
も
よ
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

＠
追
加
部
分

①
「
ソ
連
の
よ
う
に
、
な
に
も
か
も
中
央
に
集
中
し
、
地
方
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
し
ば
り
つ
け
、
少
し
の
裁
量
権
も
持
た
せ
な
い
と
い
つ
た
や
り
方
を
、
わ

　
れ
わ
れ
は
と
つ
て
は
な
ら
な
い
。
」

②
「
中
央
と
地
方
の
関
係
を
う
ま
く
処
理
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
大
ぎ
な
国
と
大
き
な
党
（
大
国
大
党
）
に
と
つ
て
、
ぎ
わ
め
て
重
要
な
問
題

　
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
資
本
主
義
国
で
も
ひ
じ
よ
う
に
注
意
を
は
ら
つ
て
い
る
。
か
れ
ら
の
制
度
と
わ
れ
わ
れ
の
制
度
と
は
根
本
的

　
に
異
な
つ
て
い
る
が
、
そ
の
発
展
の
経
験
は
、
や
は
り
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
値
す
る
。
」

③
「
わ
れ
わ
れ
自
身
の
経
験
に
つ
い
て
言
え
ば
、
建
国
初
期
に
実
施
し
た
大
行
政
区
の
制
度
は
、
当
時
の
必
要
性
に
よ
る
も
の
で
は
あ
つ
た
が
、
欠
点
も
あ

　
つ
た
。
の
ち
の
高
嵩
・
饒
漱
石
反
党
同
盟
は
、
多
少
こ
の
欠
点
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
行
政
区
を
取
り
消
し
、
各
省
が
中
央
に
直
属
す
る

　
よ
う
決
定
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
で
正
し
か
つ
た
。
だ
が
、
こ
こ
か
ら
地
方
の
必
要
な
独
立
性
ま
で
取
り
消
す
よ
う
に
な
り
、
結
果
は
あ
ま
り
よ
い
も
の
で

　
も
な
か
つ
た
。
」

ω
「
ま
た
、
地
方
と
地
方
と
の
関
係
の
問
題
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
の
は
主
に
、
地
方
に
お
け
る
上
級
と
下
級
と
の
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
…
…
省
．
市
と

　
省
・
市
と
の
あ
い
だ
の
関
係
も
、
地
方
と
地
方
と
の
関
係
の
一
種
で
あ
り
、
こ
れ
も
う
ま
く
処
理
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
」



第
一
点
は
、
ソ
連
の
中
央
集
権
の
誤
ち
を
批
判
し
、
中
国
は
そ
の
よ
う
な
方
向
に
進
ま
な
い
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
。

　
第
二
点
で
、
「
大
国
大
党
」
と
い
う
言
葉
を
使
つ
た
こ
と
は
、
国
と
党
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
中
央
と
地
方
と
の
関
係
を
よ
く
処
理
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
印
象
づ
け
る
と
と
も
に
、
中
国
人
民
に
大
国
の
国
民
と
し
て
の
誇
り
を
も
た
せ
、
三
千
万
余
り
の
党
員
を
有
す
る
中

国
共
産
党
の
確
固
た
る
指
導
性
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
二
部
の
資
本
主
義
国
」
と
は
、
ア
メ
リ
カ
を
指
し

た
も
の
で
あ
り
、
現
政
権
は
一
定
の
限
界
内
で
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
制
の
長
所
を
評
価
し
て
い
る
。

　
第
三
点
は
、
大
行
政
区
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
地
方
権
力
の
拡
大
は
認
め
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
中
央
の
統
一
的
指
導
の
も
と
に
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
第
四
点
で
は
、
「
旧
論
」
が
中
央
と
地
方
に
の
み
議
論
を
集
中
し
て
い
た
が
「
新
論
」
は
地
方
間
お
よ
び
省
・
市
相
互
間
の
関
係
に
ま
で
言
及

し
、
地
方
間
の
社
会
主
義
的
協
力
関
係
を
強
調
し
て
い
る
。

　
（
7
）
　
漢
族
と
少
数
民
族
と
の
関
係

⑥
共
通
の
趣
旨

「
わ
れ
わ
れ
は
主
と
し
て
、
大
漢
民
族
主
義
に
反
対
す
る
。
も
し
漢
族
の
人
た
ち
が
大
漢
民
族
主
義
を
ふ
り
か
ざ
し
、
少
数
民
族
を
差
別
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
、
き
わ
め
て
よ
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
中
国
は
土
地
が
広
大
で
物
産
が
豊
富
、
そ
し
て
人
口
が
多
い
、
と
い
う
が
、
実
際
に
は
漢
族
の
ほ
う
が
『
人
口
が

多
く
』
、
少
数
民
族
の
ほ
う
が
『
土
地
が
広
大
で
、
物
産
が
豊
富
』
で
あ
る
。
漢
族
と
少
数
民
族
と
の
関
係
を
つ
ね
に
点
検
す
る
よ
う
心
が
け
る
べ
き
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
漢
族
と
少
数
民
族
と
の
関
係
を
う
ま
く
処
理
し
、
各
民
族
間
の
団
結
を
う
ち
固
め
て
、
と
も
に
偉
大
な
社
会
主
義
祖
国
の
建
設
に
つ
と

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

㈲
修
正
部
分

①
（
旧
）
「
し
た
が
つ
て
、
漢
族
の
な
か
で
広
範
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
民
族
主
義
教
育
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
（
新
）
「
し
た
が
つ
て
、
幹
部
に
た
い
し
て
も
、
人
民
大
衆
に
た
い
し
て
も
、
プ
・
レ
タ
リ
ア
階
級
の
民
族
政
策
に
つ
い
て
の
教
育
を
広
範
に
、
持
久
的
に

　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
二
二
九
五
）



新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究

　
　
　
お
し
進
め
、
か
つ
漢
族
と
少
数
民
族
と
の
関
係
を
つ
ね
に
点
検
す
る
よ
う
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。
」

②
（
旧
）
「
人
口
か
ら
言
う
と
、
漢
民
族
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。
」

　
（
新
）
「
人
口
に
つ
い
て
い
え
ば
、
漢
族
は
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
。
」

六
八
　
　
（
二
二
九
六
）

第
一
点
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
族
政
策
の
教
育
を
漢
民
族
に
対
し
て
の
み
で
な
く
、
各
民
族
の
幹
部
と
大
衆
に
対
し
て
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
前
後
の
文
脈
か
ら
考
え
る
と
、
「
旧
論
」
は
、
「
プ
・
レ
タ
リ
ア
階
級
の
民
族
主
義
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
使

つ
て
主
と
し
て
漢
民
族
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
新
論
」
は
「
プ
・
レ
タ
リ
ア
階
級
の
民
族
政
策
」
と
い
う
言
葉
を
使
つ
て
各
民
族

を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
第
二
点
は
、
「
大
多
数
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
に
す
で
に
公
表
さ
れ
た
実
際
の
数
字
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

＠
追
加
部
分

ω
「
土
地
は
ど
ち
ら
の
ほ
う
が
広
い
か
。
土
地
は
少
数
民
族
の
ほ
う
が
広
く
、
五
〇
か
ら
六
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
を
占
め
て
い
る
。
』

②
「
各
少
数
民
族
は
そ
れ
ぞ
れ
中
国
の
歴
史
に
貢
献
が
あ
つ
た
。
漢
族
は
人
口
が
多
い
が
、
こ
れ
も
長
い
期
間
に
わ
た
つ
て
、
数
多
く
の
民
族
の
混
血
に
よ

　
つ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
歴
史
上
の
反
動
支
配
者
、
主
に
は
漢
族
の
反
動
支
配
者
が
、
か
つ
て
各
民
族
の
あ
い
だ
に
さ
ま
ざ
ま
な
み
ぞ
を
つ
く

　
り
、
少
数
民
族
を
し
い
た
げ
て
き
た
。
」

③
「
ソ
連
で
は
、
・
シ
ア
民
族
と
少
数
民
族
と
が
き
わ
め
て
不
正
常
な
関
係
に
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
教
訓
を
汲
み
と
る
べ
き
で
あ
る
。
」

第
一
点
は
、

第
二
点
は
、

少
数
民
族
が
居
住
す
る
土
地
の
割
合
を
実
際
の
数
字
に
よ
つ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

各
少
数
民
族
の
中
国
史
に
お
け
る
貢
献
、
漢
民
族
と
少
数
民
族
と
の
混
血
、
過
去
の
反
動
支
配
者
が
少
数
民
族
に
対
し
て
お
か
し



た
誤
ち
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
漢
民
族
と
少
数
民
族
と
の
融
和
と
少
数
民
族
の
人
心
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。

　
第
三
点
で
は
、
ソ
連
批
判
が
少
数
民
族
間
題
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
る
。

　
（
8
）
党
と
党
外
と
の
関
係

㈹
共
通
の
趣
旨

　
「
い
つ
た
い
、
一
つ
の
党
だ
け
で
よ
い
の
か
、
い
く
つ
か
の
党
が
あ
る
ほ
う
が
よ
い
の
か
。
現
在
の
考
え
で
は
、
や
は
り
い
く
つ
か
の
党
が
あ
る
ほ
う
が

よ
い
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
長
期
共
存
し
、
相
互
に
監
督
し
あ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
民
主
諸
政
党
に
た
い
し
団
結
も
し
闘
争
も
す
る
と
い
う

方
針
を
と
つ
て
き
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
党
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
独
裁
は
、
い
ま
は
ど
う
し
て
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
さ
も
な
い
と
、
反
革
命
を
鎮

圧
す
る
こ
と
も
で
ぎ
ず
、
帝
国
主
義
に
抵
抗
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
社
会
主
義
を
建
設
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
民
主
諸
政
党
と
は
関
係
を
改
善
し
、
で
き

る
だ
け
か
れ
ら
の
積
極
性
を
発
揮
さ
せ
て
社
会
主
義
に
役
立
た
せ
る
よ
う
希
望
す
る
。
」

⑥
修
正
部
分

ω
（
旧
）
「
中
国
に
、
形
式
上
反
対
派
は
お
ら
ず
、
す
べ
て
の
民
主
党
派
が
み
な
中
国
共
産
党
の
指
導
を
う
け
い
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
民
主

　
　
党
派
の
一
部
の
人
（
一
些
人
）
は
、
実
は
反
対
派
で
あ
る
。
」

　
（
新
）
「
す
べ
て
の
民
主
政
党
と
無
党
派
民
主
人
士
は
、
中
国
共
産
党
の
指
導
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
が
、
か
れ
ら
の
な
か
の
多
く
の
も
の

　
　
（
許
多
人
）
は
、
実
際
に
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
反
対
派
な
の
で
あ
る
。
」

②
（
旧
）
「
か
れ
ら
は
、
共
同
綱
領
は
ま
つ
た
く
す
ば
ら
し
い
な
ど
と
い
つ
て
、
憲
法
を
つ
く
ろ
う
と
し
な
か
つ
た
。
だ
が
い
つ
た
ん
憲
法
が
起
草
さ
れ
る

　
　
と
、
こ
ん
ど
は
み
な
手
を
あ
げ
て
賛
成
し
た
。
」

　
（
新
）
「
か
れ
ら
は
、
共
同
綱
領
は
ま
つ
た
く
す
ば
ら
し
い
な
ど
と
い
つ
て
、
社
会
主
義
型
の
憲
法
を
つ
く
ろ
う
と
し
な
か
つ
た
。
だ
が
い
つ
た
ん
憲
法
が

　
　
起
草
さ
れ
る
と
、
こ
ん
ど
は
み
な
手
を
あ
げ
て
賛
成
し
た
。
』

第
一
点
で
、

　
　
新
・
旧

「
旧
論
」
の
「
民
主
党
派
」
を

「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究

「
新
論
」
で
は
「
民
主
政
党
」

と
「
無
党
派
民
主
人
士
」

に
書
き
直
し
て
い
る
こ
と
は
、
反
対
派

　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
（
コ
ニ
九
七
）



　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
』
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
（
二
二
九
八
）

の
な
か
に
は
「
民
主
政
党
」
だ
け
で
な
く
「
無
党
派
民
主
人
士
」
に
属
す
る
も
の
も
あ
つ
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
は
反
対

派
が
一
部
の
人
で
は
な
く
、
か
な
り
多
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で
、
コ
些
人
」
か
ら
「
許
多
人
」
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
点
は
、
話
し
言
葉
で
「
憲
法
」
と
い
つ
た
も
の
を
、
そ
の
性
格
を
明
確
に
す
る
た
め
に
『
社
会
主
義
型
」
の
憲
法
と
言
い
換
え
た
も
の
で

あ
る
。

＠
追
加
部
分

ω
「
わ
が
国
で
は
、
抗
目
、
反
蒋
闘
争
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
と
そ
の
知
識
分
子
を
主
と
す
る
、
数
多
く
の
民
主
政
党
は
、
い
ま

　
も
ひ
き
つ
づ
き
存
在
し
て
い
る
。
」

②
「
わ
れ
わ
れ
は
ソ
連
と
は
異
な
つ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
意
識
的
に
民
主
諸
政
党
を
残
し
て
お
き
、
か
れ
ら
に
意
見
を
発
表
す
る
機
会
を
あ
た
え
…
…
』

㈹
「
衛
立
焼
、
翁
文
瀬
な
ど
の
よ
う
な
愛
国
心
の
あ
る
、
国
民
党
の
軍
事
、
政
治
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
か
れ
ら
の
積
極
性
を
ひ
き
つ
づ
き

　
発
揮
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
竜
雲
、
梁
漱
漠
、
彰
一
湖
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
を
罵
る
よ
う
な
連
中
で
も
、
養
つ
て
お
き
、
罵
ら
せ
て
お
く
。
』

ω
「
い
ま
、
中
国
に
は
ま
だ
階
級
と
階
級
闘
争
が
存
在
し
て
い
る
以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
反
対
派
が
あ
ら
わ
れ
な
い
は
ず
は
な
い
。
」

㈲
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
党
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
独
裁
に
つ
い
て
の
レ
ー
ニ
ン
の
理
論
は
、
け
つ
L
て
一
部
の
人
の
い
う
よ
う
に
『
時
代
お
く
れ
の
も
の
』
と

　
な
つ
て
は
い
な
い
。
」

　
第
一
点
は
、
「
民
主
政
党
」
の
由
来
を
説
明
し
、
こ
れ
ら
の
民
主
政
党
が
い
ま
で
も
ひ
き
つ
づ
き
存
在
し
、
中
国
で
は
結
社
の
自
由
の
あ
る
こ

と
を
強
調
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。

第
二
点
は
、
中
国
共
産
党
が
民
主
諸
党
派
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ソ
連
に
は
な
い
政
治
的
寛
容
性
を
も
つ
て
い
る
こ
と
を
誇
示
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

第
三
点
は
、
元
国
民
党
将
軍
（
衛
立
燵
）
や
高
級
官
僚
（
翁
文
瀬
）
の
具
体
的
な
名
前
を
あ
げ
、
共
産
党
に
協
力
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
と



と
も
に
、
中
共
に
対
す
る
批
判
者
（
竜
雲
、
梁
漱
漠
、
彰
一
湖
）
に
対
し
て
も
共
産
党
が
寛
大
な
政
策
を
と
つ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
第
四
点
は
、
「
旧
論
」
に
は
な
か
つ
た
毛
沢
東
の
階
級
闘
争
の
永
続
性
に
か
ん
す
る
理
論
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
五
点
は
、
恐
ら
く
は
中
国
国
内
で
も
プ
目
レ
タ
リ
ア
政
党
と
プ
・
レ
タ
リ
ア
階
級
独
裁
に
つ
い
て
の
レ
ー
ニ
ン
の
理
論
が
も
は
や
時
代
遅
れ

の
も
の
と
し
て
疑
問
視
す
る
人
が
あ
つ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
今
日
的
有
効
性
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

＠
削
除
部
分

『
今
、
わ
が
国
で
は
、

民
主
諸
党
派
は
林
立
し
て
お
り
、
…
…
』

　
毛
沢
東
が
こ
の
講
話
を
し
た
一
九
五
六
年
、
中
国
の
民
主
諸
党
派
は
政
治
的
地
位
も
高
く
、
「
人
民
民
主
主
義
独
裁
」
の
構
想
に
も
と
づ
い
て

国
家
行
政
に
参
与
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
目
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
が
強
調
さ
れ
、
こ
れ
ら
民
主
諸
党
派
は
形
骸
化
さ
れ
、
政
治
上
に
お
け

る
影
響
力
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
文
章
は
無
意
味
と
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
9
）
　
革
命
と
反
革
命
と
の
関
係

⑥
共
通
の
趣
旨

　
「
わ
れ
わ
れ
が
正
し
い
政
策
を
と
つ
た
の
で
、
げ
ん
に
か
な
り
の
反
革
命
が
、
革
命
に
反
対
し
な
い
者
に
改
造
さ
れ
て
お
り
、
い
く
ら
か
有
益
な
仕
事
を

し
た
者
も
い
る
。
一
九
五
一
年
と
一
九
五
二
年
の
あ
の
と
き
の
反
革
命
鎮
圧
は
必
要
な
も
の
で
あ
つ
た
。
反
革
命
分
子
に
た
い
す
る
措
置
と
し
て
は
、
死

刑
、
投
獄
、
管
制
、
放
免
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
お
う
じ
て
、
反
革
命
分
子
に
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
つ
た
処
置
を
と
る
の
は
、
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
反

革
命
は
ま
だ
い
る
が
、
ず
つ
と
少
な
く
な
つ
て
い
る
つ
今
後
、
社
会
に
お
け
る
反
革
命
鎮
圧
は
、
逮
捕
や
死
刑
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
機
関
、
学
校
、

部
隊
に
お
け
る
反
革
命
摘
発
は
、
延
安
で
は
じ
め
た
あ
の
箇
条
を
堅
持
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
ひ
と
り
も
殺
さ
ず
、
大
部
分
を
捕
え
ず
で
あ
る
。
」

⑥
修
正
部
分

　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
（
二
一
一
九
九
）



新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
（
一
四
〇
〇
）

ω
（
旧
）
「
か
つ
て
こ
う
し
た
者
ど
も
（
反
革
命
分
子
）
を
死
刑
に
し
た
の
は
正
し
か
つ
た
し
、
当
面
、
実
際
的
意
義
が
あ
つ
た
。
こ
の
点
を
肯
定
し
な
い
の
は

　
　
よ
く
な
い
。
こ
れ
が
第
一
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
す
で
に
ひ
じ
よ
う
に
少
な
く
な
つ
た
と
は
い
え
、
社
会
に
ま
だ
反
革
命
分
子
が
残
つ
て
い
る
こ
と
を

　
　
認
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
…
…
今
後
、
社
会
に
お
け
る
反
革
命
鎮
圧
は
、
逮
捕
や
死
刑
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
第
三
に
、
機
関
・
学
校
・

　
　
部
隊
で
、
反
革
命
鎮
圧
工
作
を
お
し
す
す
め
る
こ
と
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。
」

　
（
新
）
「
第
一
に
、
一
九
五
一
年
と
一
九
五
二
年
の
あ
の
と
き
の
反
革
命
鎮
圧
は
必
要
な
も
の
で
あ
つ
た
、
と
い
う
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
ぺ
ぎ
で
あ
る
。

　
　
・
…
第
二
は
、
ま
だ
反
革
命
は
い
る
が
、
ず
つ
と
少
な
く
な
つ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
…
…
第
三
に
、
今
後
、
社
会
に

　
　
お
け
る
反
革
命
鎮
圧
は
、
逮
捕
や
死
刑
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
第
四
に
、
機
関
、
学
校
、
部
隊
に
お
け
る
反
革
命
摘
発
は
、
延
安
で
は
じ

　
　
め
た
あ
の
箇
条
を
堅
持
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
ひ
と
り
も
殺
さ
ず
、
大
部
分
を
捕
え
ず
で
あ
る
。
」

②
（
旧
）
「
も
し
も
反
革
命
分
子
が
人
を
殺
し
た
り
、
あ
る
い
は
工
場
を
爆
破
し
た
り
し
た
と
し
た
ら
、
そ
の
犯
人
を
死
刑
に
す
べ
き
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
も

　
　
ち
ろ
ん
死
刑
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
（
新
）
「
も
し
、
誰
か
が
こ
の
部
屋
に
爆
弾
を
投
げ
つ
け
、
室
内
の
者
を
全
部
、
あ
る
い
は
半
数
、
ま
た
は
三
分
の
一
殺
し
た
と
す
る
。
そ
の
犯
人
を
死
刑

　
　
に
す
べ
ぎ
か
ど
う
か
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
死
刑
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

⑥
（
旧
）
「
機
関
に
お
け
る
反
革
命
の
鎮
圧
で
、
ひ
と
り
も
死
刑
に
し
な
い
方
針
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
反
革
命
分
子
に
た
い
し
て
厳
然
た
る
態

　
　
度
で
の
ぞ
む
の
を
妨
げ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
に
よ
つ
て
、
誤
り
を
犯
さ
ず
に
す
む
こ
と
が
保
証
さ
れ
、
誤
り
を
犯
し
て
も
そ

　
　
れ
を
改
め
ら
れ
る
と
保
証
で
き
れ
ぽ
、
多
く
の
人
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

　
（
新
）
「
機
関
に
お
け
る
反
革
命
の
粛
清
で
、
ひ
と
り
も
死
刑
に
し
な
い
方
針
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
反
革
命
分
子
に
た
い
し
て
厳
然
た
る
態

　
　
度
で
の
ぞ
む
の
を
妨
げ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
に
よ
つ
て
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
誤
り
を
犯
さ
ず
に
す
む
こ
と
が
保
証
さ

　
　
れ
、
誤
り
を
犯
し
て
も
そ
れ
を
改
め
る
機
会
が
得
ら
れ
、
多
く
の
人
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
党
内
の
同
志
間
の
相
互
不
信
を
避
け
る
こ
と
が
で

　
　
き
る
。
」

第
一
点
に
か
ん
し
て
、
，
「
旧
論
」
と
比
較
し
た
場
合
、
「
新
論
」
で
は
「
今
後
、
社
会
に
お
け
る
反
革
命
鎮
圧
は
、
逮
捕
や
死
刑
を
少
な
く
す
る

こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
部
分
が
独
立
し
た
項
目
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
今
日
的
意
味
は
、
「
四
人
組
」
を
除
い
て
、
誤
ち
を
犯
し
た
人
達



に
対
し
て
寛
大
な
扱
い
方
を
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
点
で
は
、
「
旧
論
」
が
工
場
を
爆
破
し
た
こ
と
を
仮
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
新
論
」
は
そ
れ
を
「
こ
の
部
屋
」
に
改
め
、
半
数
ま
た

は
三
分
の
一
を
殺
し
た
場
合
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
一
層
の
切
迫
感
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
第
三
点
は
、
機
関
の
反
革
命
分
子
に
対
し
死
刑
を
行
な
わ
な
い
こ
と
は
、
人
心
安
定
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
「
党

内
の
同
志
間
の
相
互
不
信
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
四
人
組
」
の
摘
発
と
批
判
の
現
段
階
で
党
内
分
裂
を
極
力
避
け

よ
う
と
す
る
華
国
鋒
政
権
の
考
え
方
が
明
確
に
表
わ
れ
て
い
る
。

＠
追
加
部
分

①
「
い
ま
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
一
部
の
者
を
ま
ち
が
つ
て
処
刑
し
た
と
聞
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
の
と
き
反
革
命
を
処
刑
し
た
の
も
ま
ち
が
つ
て
い
た
、
と
言

　
う
人
が
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
か
つ
て
の
処
刑
が
根
本
的
に
正
し
か
つ
た
と
確
認
す
る
こ
と
は
、
い
ま
現
実
的
な
意
義
を
も
つ
て
い
る
。
」

②
「
胡
風
問
題
か
発
生
し
た
の
ち
、
反
革
命
の
摘
発
を
お
こ
な
つ
た
の
は
必
要
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
ま
だ
摘
発
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
た
い
し
て
は
、
ひ
き

　
つ
づ
き
摘
発
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

⑥
「
…
…
し
か
し
、
公
安
局
は
逮
捕
せ
ず
、
検
察
機
関
は
起
訴
せ
ず
、
法
院
で
も
裁
判
に
か
け
な
い
。
一
〇
〇
人
の
反
革
命
の
う
ち
、
九
〇
い
く
人
か
は
こ

　
の
よ
う
に
処
理
す
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
大
部
分
を
捕
え
ず
、
で
あ
る
。
死
刑
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
ひ
と
り
も
死
刑
に
し
な
い
の
で
あ
る
。
」

ω
「
ど
の
よ
う
な
人
間
を
死
刑
に
し
な
い
の
か
。
胡
風
、
播
漢
年
、
饒
漱
石
の
よ
う
な
も
の
は
死
刑
に
せ
ず
、
捕
虜
に
な
つ
た
戦
犯
の
宣
統
皇
帝
や
康
沢
な
ど

　
も
死
刑
に
し
な
い
。
死
刑
に
し
な
い
の
は
、
死
刑
と
す
べ
き
罪
が
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
死
刑
に
す
る
と
不
利
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
間
を
ひ
と

　
り
死
刑
に
す
る
と
、
第
二
、
第
三
の
者
も
そ
れ
と
比
較
さ
れ
、
け
つ
ぎ
よ
く
数
多
く
の
首
が
は
ね
ら
れ
て
し
ま
う
…
…
」

⑤
「
か
れ
ら
を
死
刑
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
一
に
生
産
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
も
、
二
に
科
学
の
水
準
を
高
め
る
こ
と
も
、
三
に
四
害
退
治
に
役
立
た
せ
る
こ
と

　
も
、
四
に
国
防
を
強
大
に
す
る
こ
と
も
、
五
に
台
湾
を
と
り
も
ど
す
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
」

㈲
「
か
れ
ら
を
死
刑
に
す
れ
ぽ
、
捕
虜
を
処
刑
し
た
と
い
う
名
声
を
博
す
る
が
、
捕
虜
処
刑
の
名
声
は
由
来
か
ん
ば
し
く
な
い
も
の
と
決
ま
つ
て
い
る
。
」

ω
「
も
う
一
つ
、
機
関
の
反
革
命
は
社
会
の
反
革
命
と
は
ち
が
う
。
社
会
の
反
革
命
は
人
民
の
頭
上
に
の
さ
ば
つ
て
い
る
が
、
機
関
の
反
革
命
は
人
民
と
は

　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
（
一
四
〇
一
）



　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
（
一
四
〇
二
）

　
か
な
り
隔
だ
つ
て
お
り
、
普
遍
的
な
う
ら
み
は
か
つ
て
い
て
も
、
直
接
的
な
う
ら
み
を
多
く
か
つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
連
中
を
ひ
と
り
も
死
刑

　
に
し
な
い
か
ら
と
い
つ
て
、
な
ん
の
害
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
」

⑧
「
し
か
し
、
機
関
の
反
革
命
は
ひ
と
り
も
死
刑
に
し
な
い
と
い
う
法
律
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
内
部
政
策
で
、
宣
布
し

　
な
く
て
も
よ
く
、
実
際
に
、
極
力
こ
の
方
針
に
沿
つ
て
や
れ
ば
よ
い
の
だ
。
」

⑨
「
今
後
は
、
社
会
の
反
革
命
を
ひ
き
つ
づ
き
鎮
圧
す
る
ほ
か
、
機
関
、
学
校
、
部
隊
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
い
る
す
べ
て
の
反
革
命
分
子
も
ひ
き
つ
づ
き
摘
発

　
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
か
な
ら
ず
、
敵
と
味
方
の
け
じ
め
を
は
つ
き
り
つ
け
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
』

　
第
一
点
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
処
刑
と
は
関
係
な
く
毛
沢
東
の
指
導
下
で
行
わ
れ
た
反
革
命
分
子
に
対
す
る
処
分
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
第
二
点
は
、
胡
風
事
件
を
借
り
て
「
四
人
組
」
残
党
の
摘
発
を
今
後
と
も
行
つ
て
い
く
方
針
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
第
三
点
は
、
公
安
局
と
い
う
名
前
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
民
大
衆
の
公
安
部
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
狙
つ
て
い
る
の
で
は

　
　
　
　
　
　
（
7
）

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
華
国
鋒
が
公
安
出
身
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
四
点
は
、
死
刑
に
値
す
る
人
間
の
名
前
を
具
体
的
に
あ
げ
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
刑
に
処
さ
な
い
と
い
う
寛
大
な
政
策
を
強
く
印
象
ず

け
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
目
的
な
意
味
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
「
四
人
組
」
残
党
の
摘
発
は
ひ
き
つ
づ
き
行
う
が
、
死
刑
に
す
る
こ
と
の
な
い
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

　
第
五
点
は
、
死
刑
が
現
政
権
の
努
力
し
よ
う
と
す
る
諸
目
標
ー
生
産
、
科
学
、
害
虫
退
治
、
国
防
、
台
湾
解
放
ー
に
実
質
的
に
役
立
た
な
い
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
第
六
点
は
、
捕
虜
の
処
刑
を
否
定
的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
公
明
正
大
な
方
針
で
人
権
を
守
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
大
衆
に
与
え
よ
う

と
し
て
い
る
。



　
第
七
、
八
、
九
点
は
、
機
関
の
反
革
命
と
社
会
の
反
革
命
と
を
区
別
し
、
機
関
の
反
革
命
分
子
の
摘
発
を
今
後
と
も
ひ
き
つ
づ
ぎ
行
う
が
、
死

刑
に
し
な
い
と
い
う
方
針
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
各
機
関
に
お
け
る
「
四
人
組
」
同
調
者
の
摘
発
を
続
行
し
つ
つ
、
彼
ら
を
極
端
に
追

い
こ
ま
な
い
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
－
o
）
是
と
非
と
の
関
係

⑥
共
通
の
趣
旨

　
「
党
内
で
も
、
党
外
で
も
、
是
と
非
を
は
つ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
誤
り
を
犯
し
た
人
に
ど
う
対
処
す
る
か
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
正
し

い
態
度
と
は
、
誤
り
を
犯
し
た
同
志
に
た
い
し
て
「
前
の
誤
り
を
後
の
い
ま
し
め
と
し
、
病
を
な
お
し
て
人
を
救
う
」
と
い
う
方
針
を
と
り
、
か
れ
ら
が
誤

り
を
改
め
る
よ
う
援
助
し
、
か
れ
ら
が
ひ
き
つ
づ
き
革
命
を
や
る
の
を
許
す
こ
と
で
あ
る
。
誤
り
を
犯
し
た
同
志
に
対
し
て
は
、
一
に
観
察
し
、
二
に
援
助

す
る
こ
と
で
あ
る
。
状
況
に
お
う
じ
、
誤
り
を
犯
し
た
同
志
に
た
い
し
て
、
適
度
の
、
実
際
に
即
し
た
批
判
、
場
合
に
よ
つ
て
は
必
要
な
闘
争
を
お
こ
な
う

の
は
、
正
常
な
こ
と
で
あ
り
、
か
れ
ら
が
誤
り
を
改
め
る
よ
う
援
助
す
る
た
め
で
あ
る
。
誤
り
を
犯
し
た
人
に
善
意
を
も
つ
て
あ
た
れ
ば
、
人
心
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
人
と
団
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

⑥
修
正
部
分

　
（
旧
）
「
か
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
党
内
で
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
。
そ
れ
は
王
明
を
は
じ
め
と
す
る
教
条
主
義
者
が
実
権
を
握
つ
て
い

　
　
た
と
き
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
肌
に
あ
わ
な
い
者
を
、
あ
や
ま
ち
を
お
か
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
か
つ
て
に
人
に
罪
名
を
か
ぶ
せ
、
人
が
革
命
す
る
の
を

　
　
許
さ
ず
、
多
く
の
人
に
打
撃
を
あ
た
え
、
党
に
大
き
な
損
害
を
も
た
ら
し
た
。
」

　
（
新
）
「
か
つ
て
、
王
明
を
は
じ
め
と
す
る
教
条
主
義
者
が
実
権
を
握
つ
て
い
た
と
き
、
わ
が
党
は
こ
の
問
題
で
誤
り
を
犯
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
作
風
の
よ

　
　
く
な
い
面
を
ま
ね
た
。
か
れ
ら
は
、
社
会
で
は
中
間
勢
力
を
し
め
だ
し
、
党
内
で
は
人
が
誤
り
を
改
め
る
の
を
許
さ
ず
、
革
命
を
や
る
の
を
許
さ
な
か

　
　
つ
た
。
」

こ
こ
で
は
王
明
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
中
問
勢
力
打
撃
論
と
同
一
線
上
で
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究

七
五
　
　
（
一
四
〇
三
）



新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
一
四
〇
四
）

＠
追
加
部
分

ω
「
か
れ
ら
は
誤
り
を
犯
し
た
人
が
革
命
す
る
の
を
許
さ
ず
、
誤
り
を
犯
し
た
者
と
反
革
命
と
の
け
じ
め
を
つ
け
ず
、
は
て
は
一
部
の
誤
り
を
犯
し
た
人
を

　
も
殺
し
て
し
ま
つ
た
。
」

②
【
是
か
非
か
は
、
必
ず
は
つ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
党
内
に
お
け
る
原
則
問
題
の
論
争
は
、
社
会
の
階
級
闘
争
が
党
内
に
反
映
し

　
た
も
の
で
あ
り
、
い
い
か
げ
ん
に
し
て
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

③
「
高
簡
は
石
を
持
ち
あ
げ
て
人
を
打
と
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
結
果
は
自
分
自
身
を
打
倒
し
て
し
ま
つ
た
。
」

ω
「
『
前
の
誤
り
を
後
の
い
ま
し
め
と
し
、
病
を
な
お
し
て
人
を
救
う
』
と
い
う
方
針
は
、
全
党
を
団
結
さ
せ
る
方
針
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
方
針
を

　
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
第
一
点
に
つ
い
て
、
前
後
の
文
脈
か
ら
見
る
限
り
、
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
か
れ
ら
」
と
は
、
現
時
点
の
「
四
人
組
」
を
あ
て
こ
す
る
意
味

が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
点
は
、
「
四
人
組
」
粛
清
は
社
会
の
階
級
闘
争
が
党
内
に
反
映
し
た
原
則
上
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
三
点
は
、
高
嵩
が
独
立
王
国
を
築
き
、
党
と
国
家
の
指
導
権
を
奪
取
し
よ
う
と
し
、
中
央
の
指
導
的
同
志
を
悪
ど
く
攻
撃
し
た
た
め
に
、
自

か
ら
亡
び
て
し
ま
つ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
は
、
お
そ
ら
く
、
「
四
人
組
」
の
態
度
に
対
す
る
批
判
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
o　

第
四
点
は
、
現
政
権
の
行
お
う
と
し
て
い
る
基
本
方
針
で
あ
る
「
前
の
誤
り
を
後
の
い
ま
し
め
と
し
、
病
を
な
お
し
て
人
を
救
う
」
を
再
確
認

し
て
い
る
。

　
（
1
1
）
中
国
と
外
国
と
の
関
係

㈲
共
通
の
趣
旨



　
「
外
国
に
学
ぽ
う
、
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
わ
れ
わ
れ
は
提
起
し
た
が
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
正
し
い
と
思
う
。
ど
の
民
族
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
が
あ

る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
所
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
方
針
は
、
す
べ
て
の
民
族
、
す
ぺ
て
の
国
の
長
所
は
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
政
治
、
経
済
、
科
学
、

技
術
、
文
学
、
芸
術
な
ど
の
真
に
す
ぐ
れ
た
も
の
は
、
す
べ
て
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
析
的
、
批
判
的
に
学
ぶ
べ
ぎ
で
、
盲

目
的
に
学
ん
で
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
理
論
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
普
遍
的
真
理
と
中
国
革
命
の
具
体
的
実
践
と
の
結
合
で
あ
る
。
中
国

に
は
二
つ
の
欠
点
が
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
二
つ
の
す
ぐ
れ
た
点
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
一
に
『
貧
窮
』
、
二
に
『
空
白
』
で
あ
る
。
貧
窮
で
あ
れ
ば
革

命
を
や
ろ
う
と
す
る
。
白
紙
は
文
字
を
書
く
の
に
好
都
合
で
あ
る
。
」

働
修
正
部
分

　
（
旧
）
「
中
国
は
か
つ
て
植
民
地
、
半
植
民
地
で
、
帝
国
主
義
の
圧
迫
を
う
け
、
工
業
は
発
達
せ
ず
、
科
学
技
術
の
水
準
が
低
く
、
そ
し
て
、
土
地
が
広
大

　
　
で
物
産
が
豊
か
な
こ
と
、
人
口
が
多
い
こ
と
、
歴
史
が
長
い
こ
と
を
除
け
ば
、
多
く
の
面
で
外
国
に
お
よ
ば
ず
、
い
ば
れ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
」

　
（
新
）
「
わ
が
国
は
か
つ
て
帝
国
主
義
で
は
な
く
、
植
民
地
・
半
植
民
地
で
あ
つ
て
、
ず
つ
と
し
い
た
げ
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
工
農
業
が
発

　
　
達
し
て
お
ら
ず
、
科
学
技
術
の
水
準
が
低
く
、
そ
し
て
、
土
地
が
広
大
で
物
産
が
豊
か
な
こ
と
、
人
口
が
多
い
こ
と
、
歴
史
が
長
い
こ
と
、
そ
れ
に
、

　
　
文
学
の
面
で
『
紅
楼
夢
』
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
除
け
ば
、
多
く
の
面
で
外
国
に
お
よ
ば
ず
、
い
ば
れ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
」

　
一
九
五
四
年
十
月
十
六
目
毛
沢
東
が
中
共
中
央
政
治
局
及
び
そ
の
他
の
関
係
者
に
「
紅
楼
夢
研
究
の
問
題
に
つ
い
て
の
書
簡
」
を
送
つ
た
あ
と
、

地
主
階
級
の
立
場
を
代
表
す
る
「
旧
紅
学
」
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
立
場
を
代
表
す
る
「
新
紅
学
」
お
よ
び
修
正
主
義
義
の
立
場
を
代
表
す
る
「
紅

学
」
に
対
す
る
批
判
が
展
開
さ
れ
、
『
紅
楼
夢
』
は
「
中
国
古
典
文
学
史
上
、
思
想
性
の
も
つ
と
も
強
く
、
芸
術
性
の
も
つ
と
も
高
い
政
治
的
歴

　
（
8
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史
小
説
」
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
新
論
」
が
特
に
「
文
学
の
面
で
『
紅
楼
夢
』
が
あ
る
こ
と
」
の
一
句
を
加
え
た
こ

と
は
、
『
紅
楼
夢
』
に
か
ん
す
る
こ
の
評
価
を
再
確
認
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

＠
追
加
部
分

①
「
社
会
主
義
は
ま
つ
た
く
大
し
た
も
の
で
、

新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究

少
し
の
欠
点
も
な
い
、
と
思
つ
て
い
る
人
が
い
る
。

そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
か
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
（
一
四
〇
五
）



　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
　
（
一
四
〇
六
）

ω
「
わ
れ
わ
れ
の
方
針
は
、
す
べ
て
の
民
族
、
す
べ
て
の
国
の
長
所
は
学
ぶ
べ
ぎ
で
あ
り
…
…
分
析
的
、
批
判
的
に
学
ぶ
べ
き
で
沸
盲
目
的
に
学
ん
で
は
な

　
ら
ず
…
…
。
ソ
連
お
よ
び
そ
の
他
の
社
会
主
義
国
の
経
験
に
た
い
し
て
も
、
こ
う
し
た
態
度
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
か
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
一
部
の
人
び

　
と
は
、
こ
の
こ
と
が
わ
か
ら
ず
、
人
の
短
所
を
も
学
ん
だ
。
』

③
『
ソ
連
で
、
か
つ
て
は
ス
タ
ー
リ
ソ
を
一
万
丈
の
高
さ
に
ま
で
持
ち
あ
げ
て
い
た
人
が
、
い
ま
で
は
一
挙
に
か
れ
を
地
下
九
千
丈
に
ま
で
こ
ぎ
下
ろ
し
て

　
い
る
。
わ
が
国
に
も
そ
の
尻
馬
に
乗
つ
て
い
る
者
が
い
る
。
中
央
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
三
分
の
誤
り
、
七
分
の
成
果
で
、
総
じ
て
や
は
り
偉
大
な
マ
ル

　
ク
ス
主
義
者
で
あ
る
と
認
め
、
こ
の
尺
度
か
ら
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
独
裁
の
歴
史
的
経
験
に
つ
い
て
』
の
一
文
を
書
い
た
。
三
分
、
七
分
の
評
価
は
比

　
較
的
適
切
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
中
国
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
ま
ち
が
つ
た
事
を
や
つ
た
。
第
二
次
国
内
革
命
戦
争
後
期
に
お
け
る
王
明
の
「
左
」

　
翼
冒
険
主
義
、
抗
目
戦
争
初
期
に
お
け
る
王
明
の
右
翼
日
和
主
義
は
、
い
ず
れ
も
ス
タ
ー
リ
ン
の
と
こ
ろ
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
。
解
放
戦
争
の
時
期
に

　
は
、
は
じ
め
は
わ
れ
わ
れ
に
革
命
を
や
る
の
を
許
さ
ず
、
も
し
内
戦
を
や
つ
た
ら
中
華
民
族
は
壊
滅
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
つ
た
。
戦
争
が
は
じ
ま
る

　
と
、
わ
れ
わ
れ
に
た
い
し
て
半
信
半
疑
で
あ
つ
た
。
戦
争
に
勝
つ
と
、
こ
ん
ど
は
わ
れ
わ
れ
が
チ
ト
ー
式
の
勝
利
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
一
九
四
九
年
、

　
一
九
五
〇
年
の
二
年
間
、
わ
れ
わ
れ
に
大
き
な
圧
力
を
か
け
て
き
た
。
そ
れ
で
も
わ
れ
わ
れ
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
三
分
の
誤
り
、
七
分
の
成
果
だ
と
み
て

　
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
公
正
な
見
方
で
あ
る
。
」

㈲
「
社
会
科
学
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
つ
い
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
正
し
く
説
い
た
部
分
は
、
わ
れ
わ
れ
は
か
な
ら
ず
ひ
き
つ
づ
ぎ
そ
の
学
習
に
努

　
め
る
べ
き
で
あ
る
。
」

⑤
『
自
然
科
学
の
面
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
比
較
的
立
ち
お
く
れ
て
お
り
、
外
国
か
ら
学
ぶ
よ
う
と
く
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
批

　
判
的
に
学
ぶ
べ
ぎ
で
、
盲
目
的
に
学
ん
で
は
な
ら
な
い
。
技
術
の
面
に
つ
い
て
は
、
わ
た
し
の
み
る
と
こ
ろ
、
大
部
分
は
ひ
と
ま
ず
そ
の
通
り
に
や
る
こ

　
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
に
は
ま
だ
そ
れ
が
な
い
し
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
学
ん
で
お
い
た
ほ
う
が
有
利
だ
か
ら
で
あ

　
る
。
し
か
し
、
す
で
に
わ
か
つ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
事
ご
と
に
そ
の
通
り
に
や
る
必
要
は
な
い
。
」

㈲
「
外
国
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
一
切
の
腐
敗
し
た
制
度
と
、
思
想
、
作
風
に
た
い
し
て
は
、
断
固
と
し
て
拒
否
し
、
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
こ

　
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
資
本
主
義
国
の
先
進
的
な
科
学
技
術
と
、
企
業
管
理
方
法
の
な
か
の
科
学
的
な
面
を
学
ぶ
の
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
工
業

　
の
発
達
し
た
国
の
企
業
は
、
所
要
人
員
が
少
な
く
、
能
率
が
高
く
、
商
売
も
う
ま
い
。
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
の
改
善
に
役
立
た
せ
る
た
め
に
、
原
則
を
ふ
ま

　
え
た
う
え
で
こ
れ
ら
の
事
を
よ
く
学
び
と
る
べ
き
で
あ
る
。
」

の
「
い
ま
、
英
語
を
や
る
人
も
英
語
を
研
究
し
な
く
な
り
、
学
術
論
文
も
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ッ
語
、
日
本
語
に
訳
し
て
相
手
と
交
換
す
る
こ
と
を



　
し
な
く
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
一
種
の
偏
見
で
あ
る
。
外
国
の
科
学
、
技
術
、
文
化
を
分
析
も
加
え
ず
に
一
概
に
排
斥
す
る
の
と
、
さ
ぎ
に
述
べ
た
、
外

　
国
の
も
の
を
分
析
も
加
え
ず
に
一
概
に
そ
の
ま
ま
持
ち
こ
む
の
と
は
、
い
ず
れ
も
マ
ル
ク
ス
主
義
の
態
度
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
事
業
に
と
つ
て
不
利

　
で
あ
る
。
」

⑧
「
わ
れ
わ
れ
の
革
命
は
後
発
の
革
命
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
…
人
民
革
命
の
勝
利
は
一
九
四
九
年
で
、
ソ
連
の
十
月
革
命
よ
り
三
十
数
年
お
そ
か

　
つ
た
。
…
…
ソ
連
は
わ
れ
わ
れ
と
ち
が
い
、
一
に
ツ
ァ
！
・
・
シ
ア
は
帝
国
主
義
で
あ
り
、
二
に
の
ち
に
な
つ
て
さ
ら
に
十
月
革
命
が
あ
つ
た
。
そ
れ

　
で
、
多
く
の
ソ
連
人
は
ひ
じ
よ
う
に
い
ぽ
つ
て
お
り
、
鼻
高
だ
か
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

⑨
「
第
一
次
五
力
年
計
画
の
期
間
だ
け
で
は
な
く
、
数
十
の
五
力
年
計
画
を
経
た
の
ち
に
も
や
は
り
他
人
か
ら
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
」

㈲
「
世
界
は
矛
盾
か
ら
成
り
た
つ
て
い
る
。
矛
盾
が
な
け
れ
ば
、
世
界
は
存
在
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
任
務
は
、
こ
れ
ら
の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
す
る
こ
と

　
で
あ
る
。
実
践
の
な
か
で
こ
れ
ら
の
矛
盾
が
完
全
に
う
ま
く
処
理
で
き
る
か
ど
う
か
、
や
は
り
二
つ
の
可
能
性
に
そ
な
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

　
も
、
こ
れ
ら
の
矛
盾
を
処
理
し
て
い
く
過
程
で
も
、
か
な
ら
ず
ま
た
新
し
い
矛
盾
、
新
し
い
問
題
に
出
あ
う
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
よ
く

　
言
つ
て
い
る
よ
う
に
、
道
は
つ
ね
に
曲
が
り
く
ね
つ
て
い
る
が
、
前
途
は
つ
ね
に
明
る
い
。
」

　
第
一
点
は
、
社
会
主
義
国
に
な
つ
た
か
ら
と
い
つ
て
自
か
ら
尊
大
に
な
つ
て
は
な
ら
ず
、
謙
虚
な
態
度
で
外
国
の
長
所
を
学
ぶ
ぺ
き
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
第
二
点
は
、
ソ
連
を
含
む
社
会
主
義
国
に
対
し
て
も
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
国
に
対
す
る
と
同
じ
よ
う
に
、
分
析
的
か
つ
批
判
的
に
相
手
の
長

所
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
過
去
の
無
原
則
的
な
二
辺
倒
」
政
策
の
誤
ち
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
現
政
権
の
態
度
を
示
し
て
い
る
。

　
第
三
点
は
、
中
国
の
ス
タ
ー
リ
ン
に
対
す
る
い
ま
ま
で
の
肯
定
的
評
価
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
誤
つ
た
政
策
を
王
明
の
路

線
と
結
び
つ
け
て
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
四
点
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
思
想
的
遺
産
の
正
当
な
継
承
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
毛
沢
東
、
ひ
い
て
は
そ
の
後
継
者
と
し
て
の
華

国
鋒
の
立
場
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
つ
て
く
る
。

　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
（
一
四
〇
七
）



　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
○
　

（
一
四
〇
八
）

　
第
五
点
は
、
経
済
発
展
を
め
ざ
す
華
国
鋒
体
制
が
技
術
導
入
を
図
る
原
則
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
六
点
と
第
七
点
は
、
資
本
主
義
国
の
進
ん
だ
科
学
技
術
と
企
業
管
理
を
批
判
的
に
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
現
政
権
の
柔
軟
な
態
度
を
示

し
て
い
る
。

　
第
八
点
は
、
・
シ
ア
人
が
β
シ
ア
革
命
の
成
果
を
誇
示
し
す
ぎ
る
と
い
う
点
で
、
ソ
連
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
九
点
は
、
長
期
に
わ
た
り
外
国
の
長
所
を
学
ぼ
う
と
す
る
現
政
権
の
決
意
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
第
一
〇
点
で
は
、
「
旧
論
」
の
序
に
あ
つ
た
「
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
、
す
べ
て
矛
盾
で
あ
り
、
矛
盾
が
な
け
れ
ば
世
界
は
な
い
」
と
い
う
考

え
方
が
「
新
論
」
の
最
後
の
部
分
に
入
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
共
産
党
の
基
本
的
考
え
と
な
つ
て
い
る
継
続
革
命
の
考
え
方
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。＠

削
除
部
分

「
孟
子
が
い
う

『
大
人
に
説
く
に
は
則
ち
、
こ
れ
〔
大
人
〕
を
か
ろ
ん
ず
』
〔
尽
心
篇
下
〕
に
な
ら
つ
て
・
…
・
」

　
一
九
七
三
年
以
来
展
開
さ
れ
た
孔
孟
思
想
の
批
判
運
動
の
ゆ
え
に
、

る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

毛
沢
東
が
当
時
孟
子
の
言
葉
を
引
用
し
た
部
分
が
「
新
論
」
で
削
除
さ
れ

　
私
は
、
以
上
に
お
い
て
、
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
新
・
旧
両
論
が
そ
の
基
本
的
趣
旨
の
上
で
は
一
致
し
て
い
な
が
ら
、
両
者
の
間
に
は
部
分

的
な
修
正
、
追
加
、
削
除
の
あ
る
と
こ
ろ
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
後
に
あ
る
意
図
と
思
わ
れ
る
も
の
を
指
摘
し
て
き
た
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、

こ
れ
ら
の
相
違
を
統
合
し
、
中
国
の
内
外
情
勢
と
の
関
連
で
、
「
新
論
」
が
発
表
さ
れ
た
背
後
に
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
目
的
を
検
討
し
て
い
き



た
い
と
思
う
。

　
　
（
1
）
　
小
倉
編
集
企
画
と
香
港
で
出
版
さ
れ
た
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
は
、
現
代
評
論
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
の
写
真
復
刻
本
で
あ
る
。

　
　
（
2
）
　
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』
、
現
代
評
論
社
、
一
頁
。

　
　
（
3
）
　
「
蘇
聯
共
産
党
中
央
委
員
会
通
知
、
蘇
共
第
二
十
次
代
表
大
会
定
今
日
開
幕
」
ー
『
人
民
日
報
』
（
一
九
五
六
年
二
月
十
四
日
）
。

　
　
（
4
）
　
『
中
華
人
民
共
和
国
分
省
地
図
集
』
、
地
図
出
版
社
、
一
九
七
四
年
十
月
、
八
頁
は
、
「
沿
海
に
は
大
連
、
天
津
、
青
島
、
上
海
、
広
州
、
湛
江
な
ど
重
要
な
港
が
あ
り
、
沿

　
　
　
海
交
通
と
世
界
各
地
を
結
ん
で
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
（
5
）
　
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
主
席
華
国
鋒
同
志
在
第
二
次
全
国
農
業
学
大
案
会
議
上
的
講
話
、
一
九
七
六
年
十
二
月
二
十
五
日
」
ー
『
人
民
日
報
』
（
一
九
七
六
年
十
二
月
二

　
　
　
十
八
日
）
。

　
　
（
6
）
　
さ
き
に
引
用
し
た
『
中
華
人
民
共
和
国
分
省
地
図
集
』
、
七
頁
は
「
わ
が
国
は
統
一
し
た
多
民
族
国
家
で
あ
る
。
漢
、
蒙
古
、
回
、
蔵
、
維
吾
爾
、
苗
、
郵
、
壮
、
布
、
依
、

　
　
　
朝
鮮
、
満
、
高
山
な
ど
五
〇
余
の
民
族
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
漢
民
族
は
総
人
口
の
お
よ
そ
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
（
7
）
　
一
九
七
七
年
一
月
三
日
の
『
人
民
日
報
』
は
公
安
部
大
批
判
組
の
論
文
「
絶
不
容
許
倒
転
無
産
階
級
専
政
矛
頭
」
を
発
表
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
公
安
機
関
の

　
　
　
独
裁
の
手
段
は
、
敵
と
味
方
の
矛
盾
を
解
決
す
る
時
に
の
み
使
用
さ
れ
、
人
民
内
部
の
矛
盾
に
は
絶
対
使
用
し
て
は
な
ら
ず
、
わ
が
党
内
部
に
は
さ
ら
に
使
用
で
き
な
い
」
と
。
こ

　
　
　
れ
は
公
安
部
に
対
す
る
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
一
掃
を
狙
つ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
8
）
　
江
天
「
用
馬
克
思
主
義
占
領
上
層
建
築
各
個
領
域
、
学
習
《
関
於
紅
楼
夢
研
究
問
題
的
信
》
」
1
『
光
明
日
報
』
（
一
九
七
四
年
十
月
十
六
日
）
。

第
三
章
背
景
の
分
析

　
毛
沢
東
が
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
拡
大
会
議
の
席
上
で
こ
の
講
話
を
行
つ
た
の
は
、
一
九
五
六
年
四
月
二
十
五
日
で
あ
つ
た
。
当
時

の
中
国
は
ま
さ
に
社
会
主
義
改
造
か
ら
社
会
主
義
建
設
に
適
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
で
あ
つ
た
。
一
九
五
六
年
『
人
民
日
報
』
の
元
旦
社
説
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
五
力
年
計
画
を
全
面
的
に
繰
り
上
げ
完
成
し
超
過
完
成
す
る
た
め
に
奮
闘
せ
よ
」
と
題
し
て
、
第
一
次
五
力
年
計
画
の
繰
上
げ
完
成
を
呼
び
か

け
て
い
た
。
同
社
説
は
、
農
業
集
団
化
の
急
速
な
進
展
を
称
賛
し
た
あ
と
、
農
業
の
発
展
に
つ
れ
て
増
加
す
る
鉄
道
、
陸
運
、
航
運
等
の
運
輸
部

門
の
責
任
の
重
要
性
、
農
業
生
産
に
必
要
な
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気
を
供
給
す
る
重
工
業
、
農
民
に
生
活
物
資
を
供
給
す

る
軽
工
業
、
そ
れ
を
農
民
に
直
接
販
売
す
る
商
業
機
構
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
の
大
き
い
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
、
農
業
、
工
業
、
文
教
事
業
の
発

　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
』
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
（
一
四
〇
九
）



　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
一
四
一
〇
）

展
は
必
然
的
に
国
防
力
を
強
化
し
、
台
湾
解
放
と
極
東
お
よ
び
世
界
の
平
和
防
衛
の
重
要
な
任
務
の
遂
行
を
可
能
に
す
る
と
強
調
し
た
。
そ
し
て

最
後
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
主
義
建
設
と
社
会
主
義
改
造
工
作
中
の
偉
大
な
勝
利
、
反
革
命
分
子
粛
清
工
作
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

偉
大
な
勝
利
、
そ
の
他
の
諸
工
作
の
偉
大
な
勝
利
を
も
つ
て
、
一
九
五
六
年
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
社
説
は
、
当
時
達
成
さ
れ
た
社
会
主
義
改
造
の
一
応
の
成
果
を
誇
示
し
て
は
い
る
が
、
実
際
に
中
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
内
的
問
題
を
か
か

え
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
つ
た
。
党
内
で
起
つ
た
高
崩
・
饒
漱
石
事
件
、
胡
風
事
件
以
後
に
あ
ら
わ
れ
た
知
識
人
の
共
産
党
に
対
す
る
消
極
的

態
度
、
農
業
集
団
化
の
「
漸
進
」
か
ら
「
急
進
」
へ
の
政
策
転
換
に
と
も
な
う
党
内
の
意
児
の
対
立
、
重
工
業
建
設
を
中
心
と
し
た
第
一
次
五
力

年
計
画
に
よ
る
農
業
部
門
の
著
し
い
た
ち
お
く
れ
、
人
口
増
大
に
よ
る
食
糧
不
足
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
内
間
題
の
潜
在
的
危
機
を

中
国
の
指
導
者
は
誰
よ
り
も
よ
く
知
つ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
九
五
六
年
二
月
十
四
日
、
ソ
連
共
産
党
第
二
十
回
大
会
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
行
つ
た
こ
と
を
契
機
に
し
て
、
中
国
は
も
は
や
国
内
の
緊
張
緩
和
と
諸
分
野
に
お
け
る
矛
盾
解
決
の
た
め
の
宥
和
政
策
を
講

じ
ざ
る
を
え
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
対
す
る
中
国
の
正
式
な
反
応
は
、
四
月
五
日
『
人
民
日
報
』
に
発
表
さ
れ
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
歴
史
的
経
験

に
つ
い
て
」
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
論
文
は
、
ソ
連
共
産
党
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
対
し
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
よ
う
な
傑
出
し
た
人
物

で
も
、
あ
る
種
の
重
大
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
実
際
と
合
致
し
な
い
誤
つ
た
決
定
を
く
だ
す
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
つ
つ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

「
ス
タ
ー
リ
ン
は
全
面
的
な
誤
り
を
犯
し
た
と
考
え
る
も
の
も
い
る
が
、
そ
れ
は
大
変
な
問
違
い
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
一
応
ス
タ
ー
リ
ン
批
判

を
支
持
す
る
意
向
を
表
明
し
た
が
、
さ
れ
ば
と
い
つ
て
決
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
を
全
面
的
に
否
定
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
同
論
文
の

編
者
注
が
「
本
文
は
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
拡
大
会
議
の
討
論
に
も
と
づ
い
て
人
民
目
報
編
集
部
が
作
成
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
れ
は
、
中
国
共
産
党
の
正
式
決
議
で
は
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
こ
と
わ
つ
て
お
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
対
す
る
中
国
の
慎
重
か
つ
微

妙
な
反
応
を
示
し
て
い
た
。



　
当
時
の
中
国
は
、
社
会
主
義
改
造
が
進
行
し
つ
つ
あ
つ
た
も
の
の
、
ま
だ
多
く
の
面
で
、
特
に
経
済
と
軍
事
面
で
、
ソ
連
に
依
存
せ
ざ
る
を
え

な
い
状
態
に
あ
つ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
中
国
と
し
て
は
、
中
ソ
関
係
を
そ
こ
な
わ
な
い
前
提
の
下
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
問
題
に
対
処
し
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
毛
沢
東
の
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
講
話
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
内
外
情
勢
に
対
す
る
問
題
提
起
と

政
策
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
一
方
、
二
〇
年
後
の
一
九
七
六
年
は
、
中
国
に
と
つ
て
「
ま
こ
と
に
な
み
な
み
な
ら
ぬ
一
年
」
で
あ
つ
た
。
こ
の
年
、
中
国
革
命
を
指
導
し
て

ぎ
た
三
人
の
最
高
指
導
者
－
周
恩
来
、
朱
徳
、
毛
沢
東
ー
が
相
つ
い
で
死
去
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
中
国
各
地
で
干
ば
つ
、
水
害
、
冷
害
、
霜

害
な
ど
の
自
然
災
害
が
起
り
、
と
り
わ
け
竜
陵
、
唐
山
、
松
藩
地
区
の
大
地
震
は
経
済
建
設
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
政
治
面
で
は
天
安
門
事

件
に
よ
る
郡
小
平
の
追
放
、
毛
沢
東
死
去
約
一
ヵ
月
後
に
起
つ
た
華
国
鋒
に
よ
る
四
人
組
追
放
な
ど
の
一
連
の
事
件
が
続
発
し
た
。
新
し
い
「
十

大
関
係
に
つ
い
て
」
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
正
式
に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
情
況
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
新
．

旧
両
論
の
相
違
の
背
後
に
横
た
わ
る
政
治
的
目
的
を
分
析
し
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
一
）
「
四
人
組
」
粛
清
の
理
論
的
正
当
化

　
華
国
鋒
は
一
九
七
六
年
暮
れ
に
開
か
れ
た
「
農
業
は
大
塞
に
学
ぶ
」
第
二
回
全
国
会
議
に
お
け
る
講
話
の
な
か
で
、
一
九
七
七
年
の
全
党
、
全

軍
、
全
国
各
民
族
人
民
の
四
つ
の
主
要
な
戦
闘
任
務
を
提
示
し
、
そ
の
中
心
任
務
が
「
『
四
人
組
』
を
摘
発
、
批
判
す
る
偉
大
な
大
衆
運
動
を
深

　
　
　
　
　
　
（
5
）

化
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
さ
ら
に
同
講
話
の
な
か
で
、
「
『
四
人
組
』
を
つ
つ
こ
ん
で
摘
発
、
批
判
す
る
た
め
に
も
、
党
の

建
設
を
り
つ
ぱ
に
や
り
と
げ
る
た
め
に
も
、
あ
る
い
は
、
国
民
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
真
剣
に
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
、

ス
タ
ー
リ
ン
の
著
作
と
毛
主
席
の
著
作
を
学
習
し
、
プ
買
レ
タ
リ
ア
階
級
独
裁
の
理
論
を
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
レ
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ン
主
義
・
毛
沢
東
思
想
で
わ
れ
わ
れ
の
闘
い
を
み
ち
び
き
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
を
統
率
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
つ
ま
り
、

一
九
七
七
年
の
中
心
任
務
で
あ
る
「
四
人
組
」
の
摘
発
と
批
判
を
完
遂
す
る
に
は
、
理
論
学
習
を
徹
底
的
に
お
し
す
す
め
る
必
要
が
あ
つ
た
。
そ
の

　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
（
一
四
一
一
）



　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
一
四
一
二
）

目
的
の
た
め
に
、
毛
沢
東
の
多
く
の
未
公
開
の
著
作
の
な
か
か
ら
特
に
こ
の
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
論
文
が
選
び
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
翌
日
の
『
人
民
日
報
』
は
、
「
す
べ
て
の
積
極
的
要
素
を
動
員
せ
よ
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
『
十

大
関
係
に
つ
い
て
』
と
い
う
こ
の
強
大
な
武
器
を
掌
握
し
さ
え
す
れ
ば
、
『
四
人
組
』
が
革
命
を
破
壊
し
、
生
産
を
破
壊
し
た
多
く
の
謬
論
を
粉

砕
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
よ
り
よ
く
す
べ
て
の
積
極
的
要
素
を
動
員
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
主
義
建
設
の
歩
調
を
大
い
に
早
め
る
こ
と
が

で
き
る
」
の
で
あ
り
、
「
『
四
人
組
』
が
や
つ
た
こ
と
は
、
毛
主
席
の
『
十
大
関
係
に
つ
い
て
』
の
輝
か
し
い
思
想
と
は
根
本
的
に
対
立
す
る
も
の
で

（
7
）

あ
る
」
と
。
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
が
発
表
さ
れ
る
と
、
中
国
の
各
宣
伝
機
関
は
、
連
日
各
部
門
の
学
習
体
験
を
紹
介
し
、
「
四
人
組
」
に
対
し

痛
烈
な
批
判
を
加
え
た
。
そ
の
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
四
人
組
」
は
、
「
形
而
上
学
を
は
び
こ
ら
せ
、
生
産
関
係
と
生
産
力
、
上
部
構
造
と
経
済
的

土
台
、
政
治
と
経
済
、
革
命
と
生
産
の
弁
証
法
的
関
係
を
気
ま
ま
に
歪
曲
し
た
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
革
命
、
生
産
を
破
壊
し
、
工
業
、

農
業
を
破
壊
し
、
軽
工
業
、
重
工
業
を
も
破
壊
し
…
…
国
家
、
生
産
単
位
、
生
産
者
個
人
の
三
者
を
同
時
に
配
慮
す
る
原
則
に
反
対
し
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

を
『
物
質
的
刺
激
』
『
利
潤
優
先
』
だ
と
き
め
つ
け
た
」
の
も
「
四
人
組
」
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
批
判
の
理
論
的
根
拠
が
「
十
大
関
係

に
つ
い
て
」
の
「
重
工
業
と
軽
工
業
、
農
業
と
の
関
係
」
、
「
国
家
、
生
産
単
位
、
生
産
者
個
人
の
関
係
」
の
な
か
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
毛
主
席
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
は
『
ほ
か
で
も
な
く
、
共
産
党
内
に
い
る
』
と
い
う
科
学
的
論
断
を
ね
じ
ま
げ
、
古
参
幹
部
と
は
民
主

派
で
あ
り
、
民
主
派
は
走
資
派
で
あ
り
、
走
資
派
は
反
革
命
で
あ
る
と
の
反
動
的
公
式
を
造
り
、
…
…
走
資
派
は
最
も
危
険
な
敵
で
あ
り
、
走

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
y

資
派
の
誤
ち
を
犯
し
た
人
は
『
敵
対
矛
盾
』
で
あ
る
」
と
の
「
四
人
組
」
の
謬
論
は
、
「
新
論
」
の
「
革
命
と
反
革
命
と
の
関
係
」
の
趣
旨
に
反

す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
新
論
」
の
「
中
央
と
地
方
と
の
関
係
」
の
な
か
で
修
正
さ
れ
た
「
中
央
の
統
一
的
指
導
を
強
固
に
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
地
方
の
権

限
を
少
し
拡
大
し
、
地
方
に
も
つ
と
多
く
の
独
立
性
を
あ
た
え
る
」
と
い
う
部
分
は
、
「
四
人
組
」
が
「
独
立
王
国
を
き
づ
き
、
中
央
の
集
中
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

統
一
指
導
を
切
り
崩
し
、
地
区
間
の
社
会
主
義
的
協
業
関
係
を
か
く
乱
し
た
」
罪
状
を
批
判
す
る
根
拠
と
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、
「
中
国
と
外
国



と
の
関
係
」
の
な
か
で
追
加
さ
れ
た
「
自
然
科
学
の
面
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
比
較
的
立
ち
お
く
れ
て
お
り
、
外
国
か
ら
学
ぶ
よ
う
と
く
に
努
力
し

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
と
い
う
部
分
は
、
「
四
人
組
」
が
「
外
国
を
崇
拝
し
な
が
ら
、
口
先
で
は
反
対
に
外
国
の
科
学
、
技
術
、
文
化
を
分
析
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

き
に
一
律
に
排
斥
し
、
そ
の
上
、
恥
知
ら
ず
に
も
他
人
を
『
洋
奴
、
買
弁
』
と
の
の
し
つ
た
」
誤
ち
を
摘
発
す
る
論
拠
と
な
つ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
　
「
沿
海
工
業
と
内
陸
工
業
と
の
関
係
」
の
な
か
で
削
除
さ
れ
た
技
術
幹
部
養
成
に
関
す
る
部
分
は
、
毛
沢
東
の
非
現
実
的
な
教
育
路
線
を
実

行
し
よ
う
と
し
た
「
四
人
組
」
に
対
す
る
現
政
権
の
批
判
的
態
度
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
い
く
つ
か
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
新
論
」
は
、
「
四
人
組
」
批
判
の
理
論
的
正
当
性
を
裏
づ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
つ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
こ
の
著
作
は
二
十
数
年
前
に
書
か
れ
た
も
の
な
の
に
、
ま
る
で
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
闘
争
を
直
接
指
導
す
る
た
め
に
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

か
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
新
論
」
発
表
の
政
治
的
意
義
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
二
）
　
「
親
米
」
反
ソ
の
再
確
認

　
　
「
新
論
」
は
、
「
ソ
連
の
経
験
を
い
ま
し
め
と
し
て
、
わ
が
国
の
経
験
を
総
括
し
、
社
会
主
義
革
命
と
社
会
主
義
建
設
に
お
け
る
十
大
関
係
に

つ
い
て
論
じ
、
わ
が
国
の
状
況
に
合
致
し
た
、
多
く
、
は
や
く
、
り
つ
ば
に
、
む
だ
な
く
社
会
主
義
を
建
設
す
る
と
い
う
総
路
線
の
基
本
思
想
を

　
　
（
1
3
）

提
起
し
た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
「
旧
論
」
で
は
「
ソ
連
」
と
い
う
国
名
が
一
度
も
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
あ
る
社
会
主
義
国
」
と
い
う
い

い
ま
わ
し
が
使
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
新
論
」
は
、
多
く
の
個
所
で
「
ソ
連
」
を
名
指
し
で
批
判
し
、
「
旧
論
」
に
く
ら
べ
て
批
判
の
度
合

を
一
層
強
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
第
二
、
八
、
一
〇
章
を
の
ぞ
く
各
章
で
「
新
論
」
は
ソ
連
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
中
ソ
関
係
が
悪
化
し
た
の
は
、
今
に
始
ま
つ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
「
新
論
」
を
見
る
限
り
、
毛
沢
東
亡
き
あ
と
の
中
ソ

関
係
が
急
速
に
改
善
さ
れ
る
兆
候
は
読
み
と
れ
な
い
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う
に
、
華
国
鋒
は
「
農
業
は
大
塞
に
学
ぶ
」
第
二
回
全
国
会
議

に
お
け
る
講
話
の
な
か
で
、
「
帝
国
主
義
、
と
り
わ
け
社
会
帝
国
主
義
は
、
毛
主
席
が
逝
去
し
た
あ
と
、
中
国
で
、
大
動
乱
が
起
る
こ
と
に
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

を
か
け
て
い
た
が
、
い
ま
、
か
れ
ら
の
期
待
は
、
水
の
泡
と
な
つ
た
」
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
「
新
論
」
で
の
ソ
連
批
判
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
「
四
人
組
」
の
張
春
橋
、
江
青
、
挑
文
元
は
ト
巨
ツ
キ
ス
ト
の
衣
鉢
を
う
け
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
）

ぎ
、
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
反
動
的
立
場
を
頑
固
に
堅
持
し
た
裏
切
者
で
あ
り
、
王
洪
文
は
「
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
型
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
野
心
家
、
陰
謀
家
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

あ
り
、
悔
い
改
め
よ
う
と
し
な
い
現
に
歩
ん
で
い
る
走
資
派
で
あ
る
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
四
人
組
」
は
「
外
国
を
崇
拝
し
、
外
国

に
媚
を
売
り
、
外
国
と
内
通
し
、
売
国
主
義
、
投
降
主
義
を
さ
か
ん
に
す
す
め
、
党
と
国
家
の
重
要
機
密
を
も
ら
し
た
。
か
れ
ら
は
、
ソ
修
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
論
文
を
押
え
て
、
発
表
さ
せ
な
か
つ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
彼
ら
と
ソ
連
と
の
密
通
の
罪
状
が
暴
き
出
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
こ

で
は
「
四
人
組
」
批
判
と
ソ
連
批
判
が
無
関
係
で
は
な
か
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
資
本
主
義
国
家
に
対
し
て
は
、
「
新
論
」
の
第
五
章
「
中
央
と
地
方
と
の
関
係
」
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
と
は
つ
き
り

名
指
し
て
は
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
の
地
方
分
権
制
度
を
評
価
し
、
ソ
連
の
中
央
集
権
に
対
し
て
は
批
判
的
態
度
を
と
つ
て
い
る
。
ま

た
、
第
一
〇
章
の
「
中
国
と
外
国
と
の
関
係
」
の
な
か
で
は
、
「
資
本
主
義
国
の
先
進
的
な
科
学
技
術
と
、
企
業
管
理
方
法
の
な
か
の
科
学
的
な

面
を
学
ぶ
」
と
い
う
文
章
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
資
本
主
義
国
」
の
国
名
が
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
は
ア
メ

リ
カ
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
好
意
的
な
「
新
論
」
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
一
九
七
七
年

一
月
十
一
日
の
『
人
民
日
報
』
は
、
「
学
習
周
総
理
的
光
輝
榜
様
、
為
貫
徹
執
行
毛
主
席
的
革
命
外
交
路
線
而
奮
闘
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
「
周
総
理
は
バ
ン
ド
ン
会
議
に
お
い
て
、
『
中
国
人
民
と
ア
メ
リ
カ
人
民
と
は
友
好
的
で
あ
る
。
中
国
人
民
は
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
を

望
ま
な
い
。
中
国
政
府
は
ア
メ
リ
カ
政
府
と
話
し
合
う
意
向
を
も
つ
て
い
る
』
と
い
う
丁
重
な
声
明
を
行
な
つ
た
。
周
総
理
が
こ
の
よ
う
な
主
体
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

行
動
を
と
つ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
中
米
大
使
級
会
談
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
」
ま
た
同
論
文
は
、
毛
沢
東
が
一
九
四
〇
年
代
に
す
で
に
「
ア

メ
リ
カ
人
民
と
か
れ
ら
の
政
府
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
、
七
〇
年
十
二
月
に
は
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
に
対
し
「
ア
メ
リ
カ
人

民
に
大
き
な
希
望
を
寄
せ
て
い
る
」
と
表
明
し
、
「
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
に
来
る
意
向
が
あ
る
な
ら
、
来
て
も
よ
い
」
と
語
つ
た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ

卓
球
チ
ー
ム
の
訪
中
に
許
可
を
与
え
た
こ
と
を
あ
げ
、
「
毛
主
席
の
重
要
談
話
と
英
適
な
決
定
は
中
米
関
係
を
促
進
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
国
際



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

情
勢
全
般
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
毛
・
周
に
よ
つ
て
設
定
さ
れ
た
「
親
米
」
反
ソ
路
線
が
こ
こ

で
再
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
三
）
　
「
紅
」
重
視
か
ら
「
又
紅
又
専
」
へ
の
転
換

　
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
以
来
、
「
紅
」
と
「
専
」
の
問
題
は
、
中
国
の
政
治
と
経
済
の
な
か
で
、
き
わ
め
て
重
要
か
つ
微
妙
な
問
題
で
あ
り
、

両
者
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
は
、
つ
ね
に
路
線
闘
争
と
権
力
闘
争
に
結
び
つ
い
て
き
た
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
文
化
大
革
命

以
来
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
紅
」
は
「
専
」
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
に
は
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

華
国
鋒
政
権
は
「
紅
も
専
も
」
（
「
又
紅
又
専
」
）
を
強
調
し
、
軌
道
修
正
を
は
か
つ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
表
わ
れ
が
「
新
論
」
の
な
か
に
も

多
く
見
い
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
新
論
」
の
第
二
章
「
沿
海
工
業
と
内
陸
工
業
と
の
関
係
」
の
な
か
で
は
、
「
技
術
幹
部
は
か
な
ら
ず
し
も
専
門

課
程
卒
業
者
で
な
く
て
も
よ
い
。
…
…
技
術
労
働
者
は
、
実
習
の
な
か
で
学
習
し
、
よ
い
技
術
幹
部
に
な
れ
る
と
信
ず
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
個

所
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
近
代
化
を
担
う
科
学
技
術
者
を
毛
沢
東
流
の
、
実
践
の
中

か
ら
た
た
き
あ
げ
る
と
い
う
や
り
方
だ
け
で
育
成
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
中
国
の
新
し
い
指
導
者
が
認
識
し
た
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
科
学
技
術
者
養
成
の
方
法
に
変
化
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
「
又
紅
又
専
」
の
ス
・
ー
ガ
ン
の
も
と
に
「
専
」
を
重
視
す
る
も

う
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
外
国
の
先
進
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
見
解
が
「
新
論
」
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

　
「
中
国
と
外
国
と
の
関
係
」
の
追
加
部
分
に
「
自
然
科
学
の
面
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
比
較
的
立
ち
お
く
れ
て
お
り
、
外
国
か
ら
学
ぶ
よ
う
と
く
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
批
判
的
に
学
ぶ
べ
き
で
、
盲
目
的
に
学
ん
で
は
な
ら
な
い
」
、
「
外
国
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
階
級
の
一
切

の
腐
敗
し
た
制
度
と
、
思
想
、
作
風
に
た
い
し
て
は
、
断
固
と
し
て
拒
否
し
、
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ

が
資
本
主
義
国
の
先
進
的
な
科
学
技
術
と
、
企
業
管
理
方
法
の
な
か
の
科
学
的
な
面
を
学
ぶ
の
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
が
み
ら
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一
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一
六
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れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
条
件
を
つ
け
な
が
ら
も
、
外
国
の
先
進
的
科
学
技
術
の
導
入
に
華
政
権
が
積
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、

周
恩
来
が
一
九
七
五
年
の
第
四
期
全
国
人
民
代
表
大
会
で
設
定
し
た
、
今
世
紀
中
に
農
業
、
工
業
、
国
防
、
科
学
・
技
術
の
い
わ
ゆ
る
四
つ
の
近

代
化
を
全
面
的
に
実
現
し
て
、
中
国
の
国
民
経
済
を
世
界
の
最
前
列
に
立
た
せ
る
と
い
う
目
標
の
実
現
が
今
目
の
中
国
の
優
先
的
課
題
と
な
つ
て

き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
華
国
鋒
は
前
述
の
「
農
業
は
大
塞
に
学
ぶ
」
第
二
回
全
国
会
議
に
お
け
る
講
話
の
な
か
で
、
「
四
人
組
」
が
打
倒
さ
れ
た
あ
と
、
全
国
人
民
は
、

「
国
民
経
済
が
急
速
に
発
展
す
る
こ
と
を
切
に
の
ぞ
ん
で
い
る
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
「
社
会
主
義
の
方
向
を
堅
持
し
、
プ
・
レ
タ
リ
ア
階
級
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

治
に
よ
る
統
率
を
堅
持
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
生
産
の
発
展
は
、
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
よ
く
、
速
け
れ
ば
速
い
ほ
ど
よ
い
」
と
主
張
し
て

い
る
。
「
四
人
組
」
の
「
紅
」
一
点
張
り
か
ら
「
専
」
に
重
点
が
置
き
換
え
ら
れ
た
と
は
い
え
、
「
社
会
主
義
の
方
向
」
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の

政
治
に
よ
る
統
率
」
と
い
う
前
提
条
件
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
華
国
鋒
政
権
の
「
紅
も
専
も
」
の
新
政
策
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
四
人
組
」
の
「
紅
」
優
先
に
よ
つ
て
圧
迫
を
受
け
た
科
学
者
も
、
相
つ
い
で
「
紅
も
専
も
」
に
つ
い
て
の
意
見
を
表
明
し
た
。
た
と
え
ば
、
周

培
源
は
「
党
や
人
民
の
た
め
に
紅
も
専
も
で
あ
る
人
材
を
大
量
に
養
成
し
、
基
礎
理
論
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
力
し
、
四
つ
の
近
代
化
が
早
く
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

現
で
き
る
よ
う
奮
闘
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
銭
学
森
は
「
わ
れ
わ
れ
は
階
級
と
階
級
闘
争
が
長
期
に
存
在
す
る
歴
史
的
環
境
の

な
か
で
、
科
学
技
術
活
動
を
す
す
め
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
革
命
化
で
現
代
化
を
統
率
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
科
学
技
術
関
係
者
は
、
階

級
闘
争
、
生
産
闘
争
、
科
学
実
験
の
三
つ
の
偉
大
な
革
命
運
動
の
な
か
で
、
自
ら
を
改
造
し
、
自
ら
を
鍛
え
、
紅
も
専
も
を
達
成
し
、
誠
心
誠
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

人
民
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
や
中
国
で
は
「
紅
」
重
視
か
ら
「
又
紅
又
専
」
へ
の
政
策
転

換
が
急
速
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
は
そ
の
展
開
を
正
当
化
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
四
）
　
団
結
の
呼
び
か
け
と
積
極
的
要
素
の
動
員

　
一
九
七
六
年
十
月
北
京
で
起
つ
た
「
四
人
組
」
追
放
事
件
が
中
国
人
民
に
与
え
た
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
つ
た
。
文
化
大
革
命
以
来
約
一
〇
年
に



わ
た
つ
て
毛
沢
東
の
威
光
を
後
ろ
楯
と
し
て
形
成
さ
れ
て
ぎ
た
「
四
人
組
」
の
中
国
社
会
に
お
け
る
影
響
力
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
つ

た
。
「
四
人
組
」
が
反
革
命
分
子
と
し
て
断
罪
さ
れ
た
今
目
、
彼
ら
と
関
係
し
て
い
た
多
く
の
人
々
を
い
か
に
処
遇
す
る
か
は
、
新
政
権
の
安
定

性
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
「
新
論
」
の
第
八
章
「
革
命
と
反
革
命
と
の
関
係
」
お
よ
び
第
九
章
「
是
と
非
と
の
関
係
」
に
見
ら
れ
る

追
加
部
分
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
現
政
権
の
方
針
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
第
八
章
は
、
過
去
の
反
革
命
分
子
の
処
刑
が
正
当
で
あ
る
こ
と
、
今
後
と
も
社
会
と
機
関
の
反
革
命
分
子
の
摘
発
を
行
う
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
四
人
組
」
関
係
者
に
対
し
て
は
、
ご
く
少
数
の
人
を
除
い
て
、
党
内
矛
盾
と
し
て
処
理
し
て
い
く
考
え
の

よ
う
で
あ
る
。
特
に
公
安
局
は
、
反
革
命
分
子
の
処
理
に
つ
い
て
直
接
関
与
し
な
い
意
向
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
九
章
は
、
高
崩

の
処
分
を
持
ち
出
し
、
地
方
で
独
立
王
国
を
企
む
人
々
へ
の
い
ま
し
め
と
し
て
い
る
が
、
過
去
に
誤
ち
を
犯
し
た
人
々
に
対
し
て
は
「
前
の
誤
り

を
後
の
い
ま
し
め
と
し
、
病
を
な
お
し
て
人
を
救
う
」
の
方
針
で
処
理
す
る
こ
と
を
も
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
「
四
人
組
」
が
過

去
に
お
い
て
、
走
資
派
批
判
と
経
験
主
義
者
批
判
を
口
実
に
党
内
の
指
導
的
幹
部
を
批
判
、
追
放
し
た
こ
と
が
、
反
革
命
分
子
に
対
す
る
毛
沢
東

の
基
本
方
針
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
人
々
に
印
象
づ
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
華
国
鋒
政
権
こ
そ
が
毛
沢
東
の
こ
の
基
本

方
針
を
忠
実
に
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
華
国
鋒
は
、
「
農
業
は
大
塞
に
学
ぶ
」
第
二
回
全
国
会
議
に
お
け
る
講
話
の
な
か
で
、
「
四
人
組
」
の
陰
謀
活
動
に
加
担
し
た
人
で
も
反
省
し
、

「
四
人
組
」
と
一
線
を
画
す
る
な
ら
、
延
安
整
風
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
処
理
し
、
打
撃
面
を
で
き
る
だ
け
「
四
人
組
」
に
限
定
す
る
意
向
を
示

　
　
（
2
3
）

し
て
い
る
。
ま
た
、
陳
永
貴
も
同
会
議
の
報
告
で
、
末
端
幹
部
の
相
対
的
な
安
定
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
教
育
面
を
ひ
ろ
げ
、
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

撃
面
を
せ
ば
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
新
論
」
の
第
八
章
と
第
九
章
に
み
ら
れ
る
反
革
命
分
子
の
処
遇
に
か

ん
す
る
追
加
部
分
は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
華
国
鋒
体
制
の
安
定
と
団
結
へ
の
呼
び
か
け
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、

　
政
権
の
安
定
・
強
化
の
た
め
に
は
、
一
面
で
は
人
心
の
安
定
と
団
結
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
他
面
で
は
新
政
権
を
支
持
す
る
積
極
的
要
素
を

　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
（
一
四
一
七
）



　
　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
〇
　

（
一
四
一
八
）

動
員
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
つ
て
く
る
。
「
新
論
」
は
序
の
追
加
部
分
で
、
国
内
外
の
積
極
的
要
素
と
は
な
に
か
、
い
か
に
消
極
的
要
素
を
積
極

的
要
素
に
変
え
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
新
政
権
が
中
国
を
強
大
な
社
会
主
義
に
き
づ
き
あ

げ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
積
極
的
要
素
を
動
員
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
1
）
　
「
為
全
面
地
提
早
完
成
和
超
額
完
成
五
年
計
劃
而
奮
闘
」
1
『
人
民
日
報
』
（
一
九
五
六
年
元
旦
社
説
）
。

　
　
（
2
）
　
同
右
。

　
　
（
3
）
　
「
関
於
無
産
階
級
専
政
的
歴
史
経
験
、
這
篇
文
章
是
根
拠
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
的
討
論
、
由
人
民
日
報
編
輯
部
写
成
的
」
ー
『
人
民
日
報
』
（
一
九
五
六
年

　
　
　
四
月
五
日
）
。

　
　
（
4
）
　
「
乗
勝
前
進
」
i
『
人
民
日
報
』
、
『
紅
旗
』
雑
誌
、
『
解
放
軍
報
』
元
旦
社
説
（
一
九
七
七
年
一
月
一
日
）
。

　
　
（
5
）
　
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
主
席
華
国
鋒
同
志
在
第
二
次
全
国
農
業
学
大
塞
会
議
上
的
講
話
、
一
九
七
六
年
十
二
月
二
十
五
日
」
1
『
人
民
日
報
』
（
一
九
七
六
年
十
二
月

　
　
　
二
十
八
日
）
。

　
　
（
6
）
　
同
右
。

　
　
（
7
）
　
「
把
一
切
積
極
因
素
調
動
起
来
、
熱
烈
歓
呼
毛
主
席
的
光
輝
著
作
『
論
十
大
関
係
』
公
開
発
表
」
ー
『
人
民
日
報
』
（
一
九
七
六
年
十
二
月
二
十
九
日
）
。

　
　
（
8
）
　
朱
錦
平
「
社
会
主
義
革
命
和
建
設
的
基
本
方
針
、
学
習
毛
主
席
的
光
輝
著
作
『
論
十
大
関
係
』
」
ー
『
紅
旗
』
（
一
九
七
七
年
第
一
期
）
、
九
四
～
九
五
頁
。

　
　
（
9
）
公
安
部
大
批
判
組
「
絶
不
容
許
倒
転
無
産
階
級
専
政
矛
頭
、
学
習
『
論
十
大
関
係
』
、
批
判
『
四
人
耕
』
顛
倒
敵
我
関
係
的
罪
行
」
1
『
人
民
日
報
』
（
一
九
七
七
年
一
月

　
　
　
三
日
）
。

（
1
0
）

（
1
1
）

（
E
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）こ
こ
で
い
う

（
18
）

朱
錦
平
、
前
掲
論
文
、
九
五
頁
。

同
右
、
九
五
頁
。

同
右
、
九
一
頁
。

華
国
鋒
、
前
掲
講
話
。

同
右
。

呂
紹
宗
「
不
許
『
四
人
帯
』
為
托
洛
茨
基
翻
案
」
ー
『
人
民
日
報
』
（
一
九
七
七
年
二
月
二
十
三
日
）
。

国
家
建
委
大
批
判
組
「
王
洪
文
乱
誰
家
天
下
？
己
1
『
人
民
日
報
』
（
一
九
七
七
年
一
月
五
日
）
。

外
交
部
理
論
学
習
組
「
学
習
周
総
理
的
光
輝
榜
様
、
為
貫
徹
執
行
毛
主
席
的
革
命
外
交
路
線
而
奮
闘
」

　
　
　
「
外
国
」
は
ソ
連
を
指
し
て
い
る
と
い
え
る
。

同
右
。

『
人
民
日
報
』
（
一
九
七
七
年
一
月
十
一
日
）
。
全
体
の
文
脈
か
ら



（
B
）

（
2
0
）

（
21
）

（
2
2
）

（
％
）の

人
た
ち
の
中
で
、

動
に
加
担
し
た
人
の
な
か
で
も
深
入
り
し
た
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
。

人
民
に
告
白
し
て

ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。
」

と
い
う
方
針
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
触
）

年
十
二
月
二
十
日
」

対
性
の
矛
盾
）

か
、
を
救
う
方
針
を
堅
持
し
、

同
右
。

華
国
鋒
、
前
掲
講
話
。

周
培
源
「
『
四
人
幣
』
破
壊
基
礎
理
論
研
究
用
心
何
在
」
ー
『
人
民
日
報
』
（
一
九
七
七
年
一
月
十
三
日
）
。

銭
学
森
「
科
学
技
術
一
定
要
在
本
世
紀
内
趨
超
世
界
先
進
水
平
」
1
『
紅
旗
』
（
一
九
七
七
年
第
七
期
）
、
一
七
頁
。

華
国
鋒
は
前
掲
講
話
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
『
四
人
組
』
に
従
つ
て
あ
や
ま
り
を
犯
し
た
人
に
た
い
し
て
は
、
区
別
し
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

　
　
　
　
　
『
四
人
組
』
の
陰
謀
活
動
に
加
担
し
た
の
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
『
四
人
組
』
の
思
想
的
影
響
を
受
け
て
あ
や
ま
り
を
犯
し
た
人
が
大
多
数
で
あ
る
。
陰
謀
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
入
り
し
た
人
に
せ
よ
、
そ
う
で
な
い
人
に
せ
よ
、
陰
謀
に
加
担
し
た
そ
の
事
実
を
は
つ
き
り
党
と

　
　
　
　
　
『
四
人
組
』
と
一
線
を
画
す
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
歓
迎
す
る
。
打
撃
面
は
、
『
四
人
組
』
と
悔
い
改
め
よ
う
と
し
な
い
一
握
り
の
そ
の
血
盟
の
徒
の
範
囲
に
と

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
「
あ
や
ま
り
を
犯
し
た
同
志
に
対
し
て
は
、
『
一
に
観
察
し
、
二
に
援
助
し
』
、
『
前
の
誤
り
を
後
の
い
ま
し
め
と
し
、
病
を
な
お
し
て
人
を
救
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
毛
主
席
の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
り
、
延
安
整
風
の
す
ぐ
れ
た
伝
統
で
あ
る
。
」

　
「
徹
底
批
判
『
四
人
帯
』
撤
起
普
及
大
塞
県
運
動
的
新
高
潮
、
中
共
中
央
政
治
局
委
員
、
国
務
院
副
総
理
陳
永
貴
在
第
二
次
全
国
農
業
学
大
塞
会
議
上
的
報
告
、
一
九
七
六

　
　
　
　
　
1
『
人
民
日
報
』
（
一
九
七
六
年
十
二
月
二
十
四
日
）
。
陳
永
貴
は
こ
の
報
告
の
な
か
で
「
…
…
性
質
の
異
な
つ
た
二
種
類
の
矛
盾
（
人
民
内
部
の
矛
盾
と
敵

　
　
　
を
厳
格
に
区
別
し
、
正
し
く
処
理
し
て
、
教
育
の
面
を
ひ
ろ
げ
、
打
撃
の
面
を
せ
ば
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
幹
部
の
う
ち
圧
倒
的
多
数
は
よ
い
人

比
較
的
よ
い
人
で
あ
る
。
過
ち
を
犯
し
た
同
志
ー
重
大
な
過
ち
を
し
た
同
志
を
も
含
め
て
ー
に
た
い
し
て
は
、
前
の
あ
や
ま
り
を
後
の
い
ま
し
め
と
し
、
病
を
な
お
し
て
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
過
ち
を
犯
し
た
ら
、
そ
れ
を
改
め
れ
ば
よ
い
。
末
端
幹
部
の
相
対
的
な
安
定
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。

第
四
章
　
結

語

　
本
稿
は
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
新
・
旧
両
論
文
の
問
に
み
ら
れ
る
修
正
、
追
加
、
削
除
部
分
の
内
容
を
比
較
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
「
新
論
」
は
「
旧
論
」
よ
り
字
数
が
一
五
〇
〇
字
以
上
多
く
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
増
加
し
た
部
分
は
各
章
に
分
散
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
国
語
の
文
章
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
「
旧
論
」
は
講
演
の
速
記
を
そ
の
ま
ま
文
章
に
し
た
形
跡
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
重
複
が
あ

り
、
簡
潔
さ
に
欠
け
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
新
論
」
は
「
旧
論
」
の
趣
旨
を
生
か
し
つ
つ
、
修
正
を
加
え
、
簡
潔
な
文
章
に
書
き
変
え
ら
れ
て
い

　
　
　
　
（
1
）

る
と
い
え
る
。

　
論
文
の
内
容
の
面
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
「
新
論
」
と
「
旧
論
」
の
趣
旨
が
ま
つ
た
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
両
者

　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
一
　
（
一
四
一
九
）



　
　
　
新
・
旧
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
』
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
一
四
二
〇
）

の
間
に
あ
る
微
妙
な
相
違
は
、
現
政
権
の
目
ざ
す
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
く
り
返
す
な
ら
、
ま
ず
「
新
論
」
の
発
表
は
「
四
人
組
」
の
摘
発
、
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る

理
論
的
根
拠
を
提
供
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
新
論
」
の
文
脈
か
ら
中
国
の
対
外
政
策
に
お
い
て
、
ソ
連
と
の
対
立
関
係
は

今
後
当
分
堅
持
さ
れ
る
が
、
対
米
関
係
で
は
最
近
の
柔
軟
な
政
策
が
継
続
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
三
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と

は
、
中
国
人
民
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
生
活
水
準
向
上
の
た
め
に
、
相
対
的
に
「
専
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
ま
で
の
「
紅
」
優

先
の
政
策
が
「
紅
も
専
も
」
に
軌
道
修
正
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
内
外
政
策
を
遂
行
す
る
う
え
で
、
「
四
人
組
」
残
党
の
摘
発
、

批
判
は
ひ
き
つ
づ
き
行
う
が
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
ら
を
党
内
の
矛
盾
と
し
て
処
理
し
、
教
育
面
を
拡
大
し
、
打
撃
面
を
最
少
限
に
押
さ
え
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
人
心
の
安
定
と
団
結
を
謀
り
、
国
内
外
の
積
極
的
要
素
を
動
員
し
て
、
社
会
主
義
建
設
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
「
十
大
関
係
に
つ
い
て
」
の
「
新
論
」
は
、
華
国
鋒
政
権
が
「
四
人
組
」
追
放
後
の
新
し
い
政
治
環
境
の
要
請
に
答
え
る
た
め
、
「
旧

論
」
の
趣
旨
を
尊
重
し
つ
つ
、
新
た
な
生
命
と
使
命
を
そ
こ
に
吹
き
こ
み
、
再
登
場
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
文
字
の
面
で
の
こ
の
よ
う
な
変
化
の
最
も
顕
著
な
例
を
一
つ
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
「
旧
論
」
第
七
章
「
党
と
党
外
と
の
関
係
」
の
な
か
に
次
の
一
節
が
あ
る
「
党
派
是
歴

　
　
　
史
上
産
生
的
東
西
、
世
界
上
的
東
西
、
没
有
什
麿
不
是
歴
史
上
産
生
的
、
這
是
第
一
条
、
第
二
条
、
凡
是
歴
史
上
産
生
的
、
也
要
在
歴
史
上
消
失
、
共
産
党
是
歴
史
上
産
生
的
、

　
　
　
因
此
、
官
総
有
一
天
要
消
滅
、
民
主
党
派
也
是
這
個
命
運
。
」
こ
れ
に
対
し
「
新
論
」
は
、
次
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
「
共
産
党
和
民
主
党
派
都
是
歴
史
上
発
生
的
。
凡
是
歴
史
上

　
　
　
発
生
的
東
西
、
都
要
在
歴
史
上
消
滅
。
因
此
、
共
産
党
総
有
一
天
要
消
滅
、
民
主
党
派
也
総
有
一
天
要
消
滅
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
七
年
七
月
五
日
脱
稿
）


